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本書は，徳島大学高度情報化基盤センター（以下センターとする）の平成 21年度実施外部評価における資料で
あり，本センターの理念，組織体制，業務内容，研究概要，教育実績，社会貢献等について網羅的に記述している．
前身の総合情報処理センター時代までは，センターの目的は計算機資源の提供，共同利用のための環境の提供

であり，よってセンターの組織もそれに合わせた体制であった．しかし，1990年代より計算機の高機能化・定価
価格化，またインターネットの普及によって，当初の目的は学内のニーズに即さないものとなってきた．高度情
報化基盤センターに改組してからは，関連する学術研究開発も当然推進しながらも，以下の章にも記述するよう
に，学内構成員の情報システム利用環境の提供・改善・維持など，サービス業務の強化を目的に含め，活動して
来た．今後はサービスの一層の強化に重点をシフトするよう学内から望まれているが，構成員の負担やモチベー
ションの維持，キャリアパスなど，慎重な議論が必要である．
外部評価はセンター設置以来初めてのイベントである．センター構成員として評価対象として欲しい点を中心

に，もちろんそれらについて高い評価を得たいと考え記載内容を検討しているが，今後センターがどのような方
向に進んでいけばよいかを外部評価委員の方々に判断頂く上で十分な情報提供になっているかは甚だ自信がない．
この点については外部評価のヒアリング時に意見交換のうえ，忌憚なきご意見を賜りたいと考えている．

徳島大学高度情報化基盤センター自己点検委員会
外部資料編集委員

上田 哲史
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第1章 高度情報化基盤センターの設置理念と目標

高度情報化基盤センターは，最先端の情報関連技術の研究と学内の高度情報化基盤整備を推進する学内共同教育
研究施設として，平成 14年 4月に旧総合情報処理センターを発展的に改組することにより設置された．以下で，
改組の目的と経緯及び高度情報化基盤センターの概要を述べる．
現在，情報メディア技術は社会基盤の中核となっており，多くの分野にわたりその研究開発と基盤整備が不可

欠なものになってきている． 大学においても世の中のニーズに応えるべく， 21 世紀に欠かすことのできないこ
の分野の先進技術の研究を行うとともに，最新技術を用いた教育・研究環境の整備を進め，今世紀に活躍する優
秀な人材を世に送り出すことが使命となっている．また， 大学と地域間の情報を通じての連携と情報化技術の地
域への支援もこれからの大学の重要な役割の一つである．
学内的には，優秀な卒業生を世に送り出すとともに高いレベルの研究成果をあげるためには，教育研究の環境

を整えることが重要であり，その中で，情報関連の高度な環境整備は必要不可欠なものである．特に，多種多様
なメディア情報の高度な利用を行えるディジタルコンテンツの作成・保存・運用システム，大容量のマルチメディ
ア情報を伝送する高信頼性ネットワークシステム，高度な情報リテラシー教育を行う教育用計算機システム，研
究効率の向上のための高性能計算機システム及び附属図書館の電子化による高機能な文献検索システム等の設置
が求められている．
また，平成 10年度の大学審議会からの答申「21世紀の大学像と今後の改革方策について」の中で述べられて

いる大学改革の基本理念を具体化するため，大学にマルチメディア技術とネットワーク利用の教育方法を研究す
る中核的な機能を持たせ， 新しいマルチメディア技術を駆使した次世代の教育システムの開発及びそのコンテン
ツの内容と制作方法の研究開発を行う組織を新設することは非常に重要なことである．さらに， 国家戦略である
科学技術基本計画の目的を遂行するためは，学内で高度情報化技術を必要とする研究を進めている部局を積極的
に支援する組織も不可欠である．
学外的には，本学を地域における情報発信基地と位置付け，様々な情報を蓄積した知識データベースを構築し，

産学官のトータルな情報公開を行うチャンネルとして発展させることは大学に課せられた使命である．さらに，高
度情報化社会の実現に向けて，大学にマルチメディア技術の利用拡大と新しい技術の開発を目指す情報科学研究
の産業連携拠点としての機能を持たせることも欠かすことができない．
高度情報化基盤センターへの改組前の総合情報処理センターは，昭和 41年度に設置された計算機センターがそ

の前身で， その後，情報処理センターを経て，平成 6年度に学内共同教育研究施設として設置された．計算機セ
ンターの時代は，研究用計算機システムの提供，情報処理センターの時代は研究用及び教育用計算機システムの
運用を主な業務にしていたが， 総合情報処理センターの時代になると，この上にネットワーク整備とその管理業
務が付加されるようになり，時代とともにセンターの内容が大きく変わってきた．また， 研究教育の国際化，学
際化及び総合化が進み，さらに学内外の情報の共有化が必要になってきており，センターがこの分野で果たす役
割も重要になってきている．
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最先端の情報通信技術と情報処理技術が支える高度情報化社会は，教育・研究及び情報伝達の方法に大きな変
革を与えており，本学においても，教育環境の整備，研究推進の支援，学術情報の提供，学内情報の充実とその発
信，情報処理教育の充実等に関して，従来の単に情報を処理する環境から情報メディアを積極的に利用できる環
境に移行する必要があった．しかし，総合情報処理センターの組織及び技術ではこれらに対応することは困難に
なってきており，今後急速に進展する高度情報化社会に対応可能な教育支援と研究支援を行う中枢機関の必要性が
ますます高まってきていた．以上のような背景と平成 16年度からの大学の独立法人化をひかえ，徳島大学では，
大学の情報力強化，すなわち，大学の高度情報化基盤整備の推進と高度情報化技術の研究開発を行う組織として，
平成 14年度に高度情報化基盤センターを設置するに至った（図 1.1参照）．

学内組織との連携による高度情報化

地域社会への貢献

高度情報化基盤センター
大学の情報力強化を推進する中核的拠点

環境整備と支援環境整備と支援共同研究共同研究

情報発信と遠隔教育情報発信と遠隔教育

システム管理部門三研究部門

学内組織・部局等

産業界・地域社会

共同研究と技術支援共同研究と技術支援

図 1.1: 高度情報化基盤センターの役割

現在，高度情報化基盤センターには，3つの研究部門とシステム管理部門が設置されており，高度情報化技術の
研究開発を行うとともに，学内の教育・研究機関及び事務局との連携により，学内情報伝達環境の整備，教育・研
究環境の整備，情報処理教育の充実，学外への情報発信の支援等，大学の持つ情報力を高める基盤組織となって
いる．また，平成 19年度には，情報化推進機構が発足し，全学規模の情報化推進政策を目指すこととなったが，
当センターは中心的な支援組織として学内の情報基盤整備を行っている．
当センターの研究部門は，大規模情報システム研究部門，マルチメディアシステム研究部門及び教育情報システ

ム研究部門の 3部門で構成され， 教授 3名，准教授 2名，助教 1名の定員を持っている．各研究部門では，教員
独自の研究のほか，学内の研究組織，学外の研究機関及び企業との共同研究と技術支援を積極的に行い，先進的
でしかも実用的な技術の研究開発を目指している．大規模情報システム研究部門は，広範囲に存在する多種多様
の膨大な量の情報を統一的かつ効率良く処理する分散処理システムの構築・管理技術，ヒューマンインタフェー
スを考慮した知識型データベースの構築・検索方法，統計解析等のデータ解析，高信頼性ネットワークシステム
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の構築・運用技術，大学基盤ネットワークの最適化と実装技術及びネットワークセキュリティ技術等の研究開発
を行っている．
マルチメディアシステム研究部門は，静止画像，動画像，画像符号化，画像通信，パターン認識及び画像検索技

術等の視覚的な情報を取り扱うディジタルビジュアル技術，計算機上で 3次元空間を表現するバーチャルリアリ
ティ技術，処理結果を CGを用いて理解しやすく表現する可視化技術及びディジタルコンテンツ作成・蓄積・発
信技術の研究を行っている．
教育情報システム研究部門では，高度な情報処理教育環境の構築と教育内容，マルチメディア技術を用いた教

育システムの構築，マルチメディア技術を用いた各種教育教材開発技術及びマルチメディア技術とネットワーク
技術を用いた遠隔教育システムの構築と教育実施方法等の研究を行っている．
システム管理部門は，技術職員 3名で構成され，ネットワークシステムと各種情報処理システムの管理・運用

及び研究開発の支援を行っている．研究部門とシステム管理部門は協力して，高度な学内情報伝達処理環境の整
備と運用の他，情報発信，図書館の電子化，学内の各種データベースの構築，遠隔教育環境の整備と管理，研究環
境整備の支援，データ解析，マルチメディア技術を用いた教育教材作成，語学教育，研究用ディジタルコンテンツ
作成，教育用計算機システムの構築及び管理，マルチメディア技術を用いた教育教材作成，情報処理教育の内容
と教育方法の指導等，多くの高度情報化技術の支援を行っている．
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第2章 組織

2.1 定員と現員

センター長

蔵本地区分室長

運営委員会

蔵本地区分室
運営委員会

情報部 情報企画課

大規模情報システム研究部門

マルチメディアシステム研究部門

教育情報システム研究部門

システム管理部門

事務所掌

研究部門

図 2.1: 組織図

表 2.1: 教員定員表．カッコ内は現員

部門 教授 准教授 助教

大規模情報システム研究部門 1(1) 1(1) 0

マルチメディアシステム研究部門 1(1) 1(1) 0

教育情報システム研究部門 1(0) 0 1(0)

計 3(2) 2(2) 1(0)

2009年度内の異動によって， 2009年 12月の時点で教育情報システム研究部門は 2名欠員となっている．
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表 2.2: 技術員・事務員現員表

技術専門技術員・技術職員 技術補佐員

3 1

2.2 研究部門
2.2.1 大規模情報システム研究部門

• 北 研二 教授，センター長（併任）
1981.3早稲田大学理工学部数学科卒業，1983.3東京大学研究生退学，1983.4沖電気工業株式会社，1987.9

ATR自動翻訳電話研究所 研究員，1989.7 米国カーネギーメロン大学機械翻訳研究所 客員研究員，1991.4

ATR自動翻訳電話研究所 主任研究員，1992.10 博士 (工学) (早稲田大学)，1992.9 徳島大学工学部 知能情
報工学科 講師 1993.5 同 助教授，2000.4 同 教授，2002.4 高度情報化基盤センター 大規模情報システム研
究部門 教授，2008.4 センター長．

• 佐野雅彦 准教授
1990.3 徳島大学大学 工学部 情報工学科卒業 1992.3 同大学 大学院 工学研究科修士課程 知能情報工学専攻
修了 1995.3 同博士後期課程 システム工学専攻修了．博士 (工学)(徳島大学)，1995.4 徳島大学 工学部 知能
情報工学科助手，1997.9 総合情報処理センター 講師，2002.4 高度情報化基盤センター 大規模情報システム
研究部門 講師，2008.4 同 准教授．

2.2.2 マルチメディアシステム研究部門

• 上田哲史 教授
1990.3 徳島大学 工学部 電子工学科卒業，1992.3 同大学 大学院 工学研究科 博士前期課程 電気工学専攻修
了．1992.7 同大学院 博士後期課程 システム工学専攻退学，1992.8 同大学 工学部 知能情報工学科 助手，
1996.5 博士 (工学) (徳島大学)，1997.4 同 講師，1998.5 米ヒューストン大学 客員研究員，2002.10 同大学
高度情報化基盤センター マルチメディアシステム研究部門 助教授，2007.4 同 准教授，2009.4 同 教授．

• 松浦健二 准教授
1994.3 徳島大学 工学部 知能情報工学科卒業 1996.3 徳島大学 大学院工学研究科 博士前期課程 知能情報工
学専攻 修了．1996.4 NTT 法人営業本部システムサービス部 SE/SI，2002.3 徳島大学 大学院工学研究科 博
士後期課程 システム工学専攻 修了博士 (工学) (徳島大学)．2002.4 ドイツ チュービンゲン大学 知識メディ
ア研究所 学術研究員，2003.4 徳島大学 高度情報化基盤センター 教育情報システム研究部門 助手．2007.4

同 助教．2009.8 同センター マルチメディアシステム研究部門 准教授.

2.2.3 蔵本地区分室

分室長（併任） 森口博基 ヘルスバイオサイエンス研究部教授．任期：2008.4～2010.3
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2.3 システム管理部門
• 庫元 孝文 技術専門職員（併任） 2002.4～

• 布施 博之 技術専門職員（併任） 2002.4～

• 八木 香奈枝 技術職員（併任） 2009.4～

• 中村 八郎 技術補佐員 （蔵本地区分室）2009.8～

2.4 旧教職員
職位は離職時のものである．

• 木内陽介 センター長（大学院ソシオテクノサイエンス研究部教授）2006.4～2008.3

• 大恵俊一郎 マルチメディアシステム研究部門 教授 2002.4～2009.3,センター長 2002.4～2006.3

• 金西計英 教育情報システム研究部門准教授．2002.4～2009.10

• 高橋都郎 システム管理部門 技術専門職員 2002.4～2009.3

• 福井義浩 蔵本分室長．（併任，医学部 教授）2002.4～2004.3

• 誉田栄一 蔵本分室長．（併任，歯学部 教授）2004.4～2006.3

• 伊藤孝司 蔵本分室長．（併任，大学院ヘルスバイオサイエンス研究部 教授）2006.4～2008.3

• 米澤由記 事務官 2002.4～2003.9

• 古城浩子 事務員 2003.10～2005.3

• 川野真一 事務員（情報部情報企画課）2005.4～2007.9

• 大塚俊作 技術補佐員 2002.4～2004.3

• 佐藤知津 技術補佐員 2006.4～2009.4

• 坂口ひろみ 事務補佐員（情報部情報企画課） 2007.4～2010.1
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第3章 業務・管理運営・教育支援活動

本センターでは，本学の情報基盤整備とその運用に関して，以下の業務を行っている．

1. 基幹ネットワークの整備と運用
本学には徳島大学キャンパス情報ネットワークが学内 LANとして設置されている．本ネットワークは，学
内主要建物間，キャンパス間，学外間との情報伝達を担い，様々な上位の情報ネットワーク，システム，サー
ビスの基礎となるものである．本センターでは，本ネットワーク設備の整備・運用を行うことで，本学情報
基盤を支えている．

2. 基幹情報サービスの整備と運用
前述の基幹ネットワーク上で必要となる基幹情報サービス（例：DNS，NTP，電子メール中継，各種プロキ
シ，リモートシステム等）を整備し運用を行っている．

3. 各種情報システムの整備と運用
基幹情報サービスよりもより上位階層となるサービスを提供するシステムである．本センターの共同利用計
算機システム（教育用計算機システム）や教職員・学生用のメールサーバシステム，ポータルシステム（徳
島大学お知らせシステム)，無線 LANやこれらの認証システム等，各種のサービスを提供している．

4. 情報化推進支援
学内各部局における情報化に関して，各種提案や設計・構築等に関する支援を行っている．また，各部局に
対する情報化支援を取り纏め，全学の情報化推進への提案や支援も行っている．

5. セキュリティ対策
本センターでは，対外との接続に於けるフィルタリング（ファイヤウォール含む）やメールに対するウイル
スチェック，スパム対策等の技術的セキュリティ対策のみならず，全学の情報セキュリティポリシーの策定
にも深く関与している．また，同ポリシーの運用についても，各部局からの相談対応や監査の実施等，学内
の情報セキュリティポリシーの運用に支援を行っている．

6. 各種相談対応
本センターでは，部局からの各種相談対応を行っている．常三島地区学生向け相談窓口として，センター 2

階演習室にアルバイト学生を配置（18:00–22:00）し，対応を行っている．蔵本地区においては，非常勤職員
を配置 (10:00–17:00)し，蔵本地区の教職員及び学生からの相談対応を行っている．また，専門的・技術的な
内容についてはセンター教職員が対応している．また，ウェブ上では窓口業務を主な担当毎に用意し，メー
ルや電話で直接連絡できるようにしている．

7. 学外プロジェクトとの連携
高度情報化基盤センターは，外部ネットワークとして国立情報学研究所の SINETを利用しているが，様々
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な学外プロジェクトとの相互連携の下でシナジー効果を高める努力も要する．例えば，国立情報学研究所の
オープンドメイン証明書自動発行プロジェクトや，同認証連携プロジェクトなどがある．また，戦略的大学
間連携プロジェクトへの支援や，工学系の５大学連携等様々な学外連携の基盤としての技術開発と実践を行
う必要がある．

これら業務について以下に詳述するが，情報基盤整備以外にも，大学教員としての全学的な管理運営業務に携
わっており，それを第 3.10節にまとめて記述する．

3.1 情報基盤の整備・運用
3.1.1 システムの整備

システムの整備は，企画立案，予算確保，調達（仕様策定含む），導入の段階で行われる．企画立案は，センター
教職員の日常業務，学内からの要望等をもとにした需要を調査し，技術動向調査も含めて実現性を検討し，企画
立案を行う．立案された企画は，センター内会議や学内の関係委員会で審議される．企画が了承されると，必要
な予算確保が行われる．予算確保は，学長裁量経費，間接経費，概算要求，センター予算等様々な範囲の予算枠か
ら要求を行っている．予算確保されると仕様策定を行う．仕様策定手順については，本学調達手続きに従い適切
に実施している． 本センターでは，様々な大規模な情報システムやネットワークシステムの仕様策定を行うこと
が多く，その仕様書作成には様々な技術知識や整合性，運用上の経験等が要求される．このため，仕様策定の担
当者は多大な労力を払い業務を行っている．大規模なシステムの場合，その仕様策定には，通常数ヶ月から半年
程度要し，政府調達に該当するケースの場合，企画立案や技術調査段階も含めると 1年以上となることも珍しく
ない．調達実施後，導入が行われるが，その導入課程において様々な要件の決定があり，導入後の運用も含め，多
くの知識と経験が必要である．なお，近年の政府調達に該当する例としては下記の物がある．

• 「高度情報化基盤センターコンピュータシステム」，平成 19年 3月稼働

• 「キャンパス情報ネットワークシステム」，平成 22年 3月稼働予定

• 「高度情報化基盤センターコンピュータシステム」，平成 23年 3月予定

3.1.2 システムの運用

本センターで導入したシステムの運用は大きく 2種類に分けられる．基幹ネットワーク，基幹情報サービス，教
育用計算機システム，各種メールサーバシステム等の本センターシステム管理部門 3名（情報部情報企画課情報
基盤運用室基盤運用係から本センターに併任の技術職員）が運用するシステムと，認証システムやポータルシス
テム，無線ＬＡＮ等の本センター教員が運用するシステムである．また，本センターの教員は，センター内のシ
ステムのみならず他の部局のシステムの運用についても関与している．
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3.2 基幹情報ネットワークシステムの整備と運用
3.2.1 徳島大学キャンパス情報ネットワーク

徳島大学キャンパス情報ネットワーク（TUNES; Tokushima University NEtwork System）は，平成 6年 3月
に設置・運用が開始された．設置当時，TUNESは 3つの FDDIループネットワーク，19台の FDDIルータ，31

の支線ネットワーク，3台の PBX 及び TDMから構成されていた．総合情報処理センター（後の高度情報化基盤
センター）は，その当時から TUNESにおける基幹ネットワークの整備・運用に関与し，以後，学内の基幹ネッ
トワークの管理を行ってきた（支線ネットワークは設置された当該部局の管轄とする役割分担もそのころ行われ
た）．その後，平成 8年，平成 13年の二度の大規模な基幹ネットワークの更新を経て，平成 22年 2月現在，3度目
の大規模なネットワーク更新を行っている最中である（平成 22年 3月稼働予定）．これらの更新は，本センター
が中心となり関係部局の協力を得て，計画立案，予算要求（概算要求含む），調達，導入等を行っている．

キャンパス内ネットワーク

最新の基幹ネットワーク更新では，図 3.1に示すように，常三島地区及び蔵本地区の各キャンパスでは，コアス
イッチに 10GbEを処理する高性能L3スイッチを冗長化して導入し，各建物の入り口に位置するコアエッジスイッ
チには L2スイッチを配置する構成を採用した．これにより，コアスイッチ・コアエッジスイッチ間の回線の冗長
化と帯域拡大を同時に実現した．また，複雑な L3機能をコアスイッチに集約することにより，コアエッジスイッ
チの大幅なコストダウン，メンテナンス性の向上等，様々な技術・工夫を導入している．また，将来の拡張性も
考慮して，コアスイッチとコアエッジスイッチの 10GbE化やコアエッジスイッチの冗長化等，柔軟に対応できる
ネットワークアーキテクチャを実現している．これにより，今後のネットワーク強化において投資コストを最大
限活用できるように配慮している．

キャンパス間ネットワーク

本学の主要キャンパス（常三島地区，蔵本地区，新蔵地区)は直線距離にして，それぞれ約 6km，1km程度離れ
ている．平成 6年の TUNES発足時では，常三島地区・蔵本地区間は HSD1.5Mbps，常三島地区・新蔵地区間は
256kbpsで接続されていた．これらも段階的に強化され，平成 22年 2月時点では，それぞれ 20Gbps，100Mbps

に強化されている．とくに，常三島地区と蔵本地区間では，両キャンパスのコアスイッチの更新に伴い，既に借
用しているDFを活用して 20Gbpsに強化した．これにより，近年注目されている組織内プライベートクラウドコ
ンピューティングの様に，本センターへの各種リソースを集約するための基盤が構築することができた．常三島・
新蔵地区間は，今後数年の内に 1Gbpsへ帯域拡大することを検討している．

3.2.2 対外接続

本学の対外接続は，平成 6年頃は，SINETへ 64kbps，ORIONSへ 64kbpsで接続されていたが，電子メール
やその後のWWWシステムの登場によりトラフィックが増加し，順次増強を行ってきた．平成 11年には本学に
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図 3.1: 平成 22年 3月稼働開始予定のキャンパス情報ネットワーク概略図

SINETノードが設置され，平成 22年 2月現在，100Mbpsで SINETに接続している．しかしながら，帯域が既
に飽和状態に近いため，1Gbpsへの増強を予定している．

ファイアウォールシステム

インターネットの普及に伴い，ネットワークのセキュリティが重要視され始めた．本学では，平成 13年に基幹
ネットワークを更新した際に対外接続に対してファイアウォール装置（Check Point社製 FireWall-1）を設置し
た．それ以前ではルータ装置のフィルタリングのみであった．本ファイアウォール装置の設置による最大の効果
は，動的なフィルタリングや電子メールに対するウイルススキャンをメールサーバの変更なしに透過的に実施で
きる等が挙げられる．平成 19年 9月には，ファイアウォール機器を富士通製 IPCOM（図 3.2参照）に更新し，処
理能力と機能の向上を図り，より安定した運用を実現した．
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図 3.2: 本学のファイアウォール設備写真

SINETとの接続

本学と SINETへの接続は平成 6年から行われていたが，平成 6年から本学に SINET ノードが設置される平成
11年までは大阪大学の SINETノードへ接続していた．現在では，鳴門教育大学，四国大学，阿南工業高等専門
学校，徳島文理大学（徳島キャンパス）が，本学 SINETノードに接続している．

JGNとの接続

本学には総務省のギガビットネットワーク（JGN）が接続されている．現在 100Mbpsで接続されている．

3.2.3 基幹情報ネットワークのセキュリティ対策

学外とのセキュリティ対策は，一般的なフィルタリングとして，前述のファイアウォール装置のほか，対外ルー
タや基幹コアスイッチにおいて多段的に実施している．ファイアウォール以外でも実施している理由は，機器設定
にミスが生じた際に生じるリスクを小さくするためである．学内での支線間でのフィルタリングは主にコアスイッ
チで行っており，支線からの要望に応じて，又はセンターから提案して実施している．支線内のセキュリティ対策
は当該支線を利用する部局で行われる．学外から流入する電子メールについてはウイルススキャン，スパムフィ
ルタリングを実施している．なお，学外との通信についてはログを採取しており，問題が生じた際に備えている．
以上，本センターでは，本学の情報ネットワークシステムの底辺を支えるネットワーク基盤を整備し，全構成

員に安定的に提供するために業務を行っている．また，ネットワーク基盤に対する要求に応じ，ネットワーク基
盤を更新し，将来の情報化戦略に対応できるネットワーク構築を行っている．

3.3 基幹情報サービスの整備と運用
本センターでは，本学のネットワーク基盤上で必要となる基本的な情報サービスを提供している．

3.3.1 DNSサービス

本センターには，本学を代表するプライマリDNSサーバ，セカンダリ DNSサーバの他，利用者が日常的に利
用する DNSキャッシュサーバを 4台設置している．以前は，各部局や支線毎に DNSサーバ（キャッシュサーバ
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含む）が設置されていたが，部局側で管理できない等の様々なトラブルもあり，近年ではこれらをセンターに集
約し，集中管理している．
本学の場合，DNS情報の登録は教職員自身がWebを用いて行う方式を採用しており，本センターのDNSサー

バは，Webで登録されたデータを元に自動生成される仕組みである．

3.3.2 NTPサービス

情報システムの様々な部分に関与する時刻の同期について，本センターでは NTPサービスを提供している．本
サービスでは，NTP上位サーバとして NII（国立情報学研究所）で公開されている NTPサーバを利用し，学内
に公開している．

3.3.3 電子メール基盤サービス

本センターでは，学外とのメール中継を支えるサービスを運用している．以前は各部局毎にメールサーバシステ
ムが設置され独立して運用されていた．当時，本センターのメールサーバが徳島大学代表ドメインのメールサー
バとなっており，各部局のメールサーバのバックアップサーバとして機能していた．平成 13年のキャンパス情報
ネットワークシステム更新の際に，電子メールに添付されるウイルスへの対策を行うためにアンチウイルスシス
テムを導入したことから，本サービスが開始された．図 3.3にメール中継系の概略を示す．学外からのメール中継
サーバへの接続要求（平均 30万～50万接続／日，大学全体では 90万～100 万接続／日）のうち約 90～95%を不
正な接続としてブロックし，残り 5～10%のメールをスパムフィルタリングの対象としている．メール中継サーバ
上でのブロックにより，後に続くサーバシステムの負荷を軽減している．本サービスは本学の 23サブドメインが
利用している．

図 3.3: 電子メール中継概念図

3.3.4 WWWプロキシサービス

セキュリティ対策上の理由などから，学内のパソコン利用者に対しインターネットに直接接続させない方針の部
局においては，WWW閲覧のみを可能とするため，本センター内に 4台のWWWプロキシサーバを設置しWWW

プロキシサービスを提供している．それらの 1日のリクエスト総数は 100万件程度である．
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3.3.5 リモート接続サービス

本学構成員が学外から本学のサービスを利用するためのリモート接続サービスを提供している．

教職員用リモート接続サービス

教職員用リモート接続サービスは，ダイヤルアップ接続サービスを平成11年から提供していたが，利用者が減っ
たことから平成 19年にサービスを停止した．平成 22年 2月現在，VPN接続によるリモート接続サービスを導入
中である．

学生用リモート接続サービス

学生用リモート接続サービスは，ダイヤルアップ接続サービスを平成 15年から提供している．また，PPTP，
SSLを用いた VPN接続サービスを平成 16年から開始しており，学生が学内サービスを利用するための環境を提
供している．本システムでは，利用者管理の簡素化とセキュリティ対策のために，有効期限を短く設定したパス
ワード（4ヶ月）を機械的に生成する方式を用いている．パスワードの申請，パスワード忘れによる再発行につい
ても，利用者が学内でWebによる発行システムにアクセスすることで，管理を自動化している．年間 1万件以上
の利用がある．

3.3.6 センター関連の建物

本センター棟は，常三島地区にその本部建物を有し，蔵本地区に分室（附属図書館内）を配置している．セン
ター本部棟は，基幹ネットワーク設備を収容するネットワーク室，様々なサーバ設備を収容するためのサーバ室
を目的別に複数設けている．4階はフロアのほぼ全体が管理区域に設定されており，時間外の ICカードによる入
退出管理や 24時間稼動の監視カメラによる記録が行われている．また，管理区域内にあるネットワーク室やサー
バ室への入退出についても，常時 IC カードによる入退出管理が行われている．なお，4階では，管理区域内の鍵
交換及び窓ガラスの防犯ガラス化及び透明化を行い，セキュリティ対策を行っている平成 22年 2月には，これら
ネットワーク室やサーバ室の電源工事や空調工事を行い，安定稼動するための環境整備を行っている．
センター棟 2 階 201号室は，お知らせシステム，EDB, 工学部総合技術センター，SNS, 国際連携教育開発セン

ター等の学内外サービス用サーバ類を収納し，いわゆるハウジンング事業を実施している．平成 21年度末には 4

階同様，ICカード施錠装置設置，空調・扉・ビデオ監視装置の強化を行い，セキュリティを高めている．
以上，本センターは，本学の情報ネットワーク上の最も基本的なサービスを整備し学内に提供している．これ

らサービスを安定的に運用するために，建物も含め，日々見直しを行っている．また，これらを遂行するために
必要な予算確保も随時行っている．

3.4 各種情報システムの整備と運用
本センターでは，先に述べてきた基幹ネットワーク，基幹情報サービスの他，より上位のサービスを各種提供

している．
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3.4.1 学内共同利用計算機システムの整備と運用

教育用計算機システム

教育用計算機システムの整備と運用は，先に述べた基幹ネットワーク，基幹情報システムの整備と運用に並び，
近年益々重要性が増している業務の一つである．本システムは，学内に情報教育のためのコンピュータ基盤を提
供するものであり，619台余りの端末を学内 12箇所の演習室に設置している．本センター棟内には 3つの演習室
があり，110人部屋 1室（55人部屋 2室として運用可能）と 40人部屋 2室がある．また，本センターが直轄する
他建物内の演習室として CALL室を設置しており，語学教育を中心に利用されている．図 3.4に本システムの概略
を示す．

図 3.4: 教育用計算機システムの概略

本システムには以下の特徴がある．

1. 利用者に保存スペースを提供
現在のシステムではファイルサーバ上に 1利用者当り 400MB程度の保存領域を確保している．これにより，
利用者が記録媒体を何も持っていなくてもある程度のレポート作成や実習を行えるようにしている．保存領
域を用意せず個人所有のメディアで行う方法もあるが，本センターでは学生側の利便性を考慮して，ファイ
ルサーバに保存する方式を採用している．
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2. 学内のどこからでも同じ環境
移動プロファイル方式を用いたWindows環境のため，学内のどの端末からログオンしても基本的に同じ環
境を提供することができる．この移動プロファイルが壊れる場合もあるが，その際には移動プロファイルを
単に初期化するだけで済むように運用を工夫している．

3. 端末環境復元ソフトによる端末管理の簡素化
利用中の問題で端末に生じたソフトウェア的な不具合は，端末を再起動するだけで登録された状態に復元さ
れる．以前の端末環境復元ソフトと比較して，現在のものは数秒で復元されるため，運用管理が簡素化され
ている．

4. 学生用電子メールの提供
本システムを利用する学生が利用できる電子メールサービスである．当該学生がメールを学外と送受信する
ためには，別途，本センターで提供している「インターネット利用許可」システムにより，利用認定と誓約
を行う必要がある．

5. 一体型端末の採用
本センター棟では，机上のスペースが狭いことから，一般的な分離型筐体の端末を置くことが難しいため，
一体型端末を使用している（図 3.5 を参照）．以前の分離端末を使用していた時と比較して，端末前のスペー
スが確保され，作業し易くなっている．

図 3.5: 本センター演習室（定員 40人）の様子

6. サーバ設備の集約
本システムではシステムや管理の効率化を考慮して，図 3.6に示すように，各種サーバは可能な限り本セン
ターに集約している．とくにファイルサーバは本センターのみに設置され，全学で共同利用している．なお，
本センター棟以外の各演習室には，本学のネットワーク事情を考慮して，サーバ 1台が設置されている．こ
のサーバは，ADサーバ，WSUSサーバ，アンチウイルスパターン配布サーバ，印刷管理サーバの各機能を
集約したものである．とくに認証のゲートウエイとなる ADサーバや演習室内のプリンタに出力する印刷管

19



理サーバについては，演習室内のスイッチに近いところに配置する必要があるため，上記の配置としている．
今後，演習室と本センターのネットワークが強化された場合は，このサーバも本センター棟への集約が可能
になると思われる．

図 3.6: 本センター内の教育用計算機システムサーバ設備

7. 印刷管理システムの導入
無駄な紙の出力を減らすため，印刷管理システムを導入している．本システムでは，年間出力可能枚数を
500枚，需要が多い月は 200枚，少ない月は 100枚とし，何れかの上限に達したときに印刷停止となる．印
刷枚数制限を出力する用紙の枚数でカウントする理由は，集約印刷や両面印刷を行うことで 1枚の用紙に多
数のページを出力できるように配慮しているためである．なお，このシステムを導入することにより，本セ
ンター棟（端末 194台）において年間の用紙消費が約半分の 12万枚程度に削減できた．

8. 共通教育，専門教育を支える様々なアプリケーションソフト
本システムでは，学内各部局の要望を受けて，限られた予算の中，様々なアプリケーションソフトウェアを
導入している．一般的に使用される統合OfficeソフトにはMicrosoft Officeのほか，Open Officeも合わせて
導入し，利用者の好みにより選択できるようにしている．また，専門教育のための統計解析系ソフト，CAD

ソフト，医学系ソフト，化学系（薬学含む）ソフトなど，多数の有償・無償ソフトウエアを導入し，情報教
育環境を提供している．

本センターシステム全体の利用状況（平成 19年 11月～平成 21年 8月末）は図 3.7に示すとおりである．図中
JLIB次いで KLIBのシステムのログイン数が多いが，これは附属図書館に設置された端末である．とくに JLIB

の利用頻度が高いのは，本センター棟内の端末群（図中の TA～TD，及び CALL）が，演習等による占有率が高
く，その分，附属図書館での利用が高くなっていると見られる．なお，JLIBが平成 20年度後半に利用率が下がっ
ている理由として，附属図書館の改修工事が行われて，稼働端末数が少なかったことが挙げられる．本センター
内の演習室の平成 21年度の利用予約状況は，図 3.8に示す通りである．また，本センター内での端末 1台あたり
の利用回数を図 3.9に示す．本センター演習室の利用状況が高くなり演習室の運用に余裕が無くなった状況と改組
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等による定員数増による端末不足を考慮して，現在，本センター内の演習室の拡充を計画している．これは，本
センター内演習室の 1室を拡大し，110人部屋（55人部屋 2部屋としても運用可能）とすることにより，上記の
状況改善を図る計画である．

図 3.7: システム全体の利用状況（各システム単位の集計）

研究用計算機システム

本センターの前身（総合情報処理センター）時代では，前述の教育用計算機システムのほか，研究用計算機シス
テムも積極的に提供してきた．かつでは汎用機に始まり，ベクトル計算機，PCクラスタ型計算機等を提供してき
た．しかしながらパソコンの高性能化に伴って利用者が減り，特定のユーザのみが利用する状況となった今，費
用対効果は著しく悪化した．利用者はより大規模な計算機システムを要求するようになったが，本センターの限
られた予算内で提供することはもはや困難であった．このため，平成 19年に導入した本システムからは，研究用
の計算のための計算機システムの導入を廃止し，一部のコンテンツ作成用のシステムのみ残すこととなった．た
だし，大型計算機利用を希望する利用者に対しては，大阪大学サイバーメディアセンターと連携して，同大学の
計算資源を安価に借り受ける方策を採った．この方策により生じた余剰予算は教育用システムを充実する方向に
割り当てている．

3.4.2 メールサーバシステムの整備と運用

学生用メールサーバシステム

本センターでは，教育用計算機システムに関連して，学生用メールサーバシステムを運用している．基本的に
教育用計算機システムに登録されている全ユーザ（基本的には本学の正規学籍番号を持つ全ての学生約 6,000人
が対象）についてメールアドレスを発行している．ただし，作成したメールアドレスを運用するかどうかは当該
学生の所属する部局判断であるため，作成時点では学内のみの配送範囲となっている．本センターの学生用メー
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図 3.8: 本センター棟の利用予約状況

ルアドレスを利用できる学生は，後述するインターネット利用許可システムにより利用許可を受けることにより，
学外に配送することが可能となる．なお，部局独自のメールサーバシステムを整備している部局では，本メール
アドレスは使用していない．

教職員用メールサーバシステムの整備と運用

本学では，過去の経緯から部局独自でメールサーバシステムを整備されてきたが，平成 14年に，幾つかの部局
を対象としたメールサーバシステム（統合メールサーバ）を整備した．整備時点では，医学部基礎系及び総合科
学部が利用し，その後，医学部臨床系，附属病院，歯学部，薬学部，工学部の一部が利用を開始した．その後，シ
ステムの老朽化と利用部局数の増加に備えての能力強化，指摘されていた可用性の向上を図るため，平成 19年に
現在のシステム（図 3.10参照）に更新した．更新後，新たに疾患酵素学研究センター，医学部栄養学科，アイソ
トープ総合センター，エコシステム工学研究科等が利用している．平成 21年 12月現在では下記表に示す利用状
況となっている．なお，本学の教職員数（非常勤を除く）は約 2,000 名程度である．
本センターでは，上記統合メールサーバを整備・運用する以外に部局で整備・運用しているメールサーバの支

援も行っている．これは，技術的な相談やサーバ設定の支援等，相談内容に応じて行っている．
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図 3.9: センター関係端末の利用状況

表 3.1: 平成 21年 12月時点での統合メールサーバ利用状況

項目 数値

利用サブドメイン数 15

登録アカウント数 2410

メーリングリスト数 205

配送先アドレス数 6,767

一日のメール件数 約 26,000

3.4.3 無線LANシステムの整備と運用

無線 LANネットワークの整備と運用

平成 17年，18年に学内の複数箇所（5カ所）に，学内利用のための無線 LANを設置した（AP15台）．部局独
自で設置する例もあるが，学内一般利用（主に学生利用を主目的とする）のための無線 APを及びネットワークを
設置した．無線セキュリティは，WPA-TKIPを採用し，学生向けには PEAP認証，教職員向けには 802.1X-TLS

認証を用いている．

無線 LAN認証システム

無線 LANの認証は，何れも本センター内に設置された 2台の認証サーバで処理される．教職員と学生は異なる
プロセス認証される．まず教職員は，本学 EDBシステムに登録された個人証明書を元に認証される 802.1X-TLS

認証方式を採用している．PKIを用いているため，非常に強固な認証体系を有している．学生は，運用の簡素化
のため，従来の IDとパスワードを用いた PEAP認証を採用している．PEAP 認証に必要な情報は，次に述べる
登録システムから生成される情報を定期的に読み込むことで取得している．この認証システムは，本センターだ
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図 3.10: 統合メールサーバの運用概念図

けでなく全学から利用可能で，部局独自に設置した無線 LANにおいても利用可能である．

学生向け無線 LAN認証登録システム

前述のとおり，学生向け無線 LAN認証では IDとパスワードを用いた PEAP認証を採用している．この PEAP

認証の IDとパスワードの管理は，学生が利用するVPN接続の登録管理システムと同様に管理しており，利用者
はWebブラウザを用いて，本センターの教育用計算機システムの IDとパスワードでログインして申請を行うシ
ステムである．本システムにログインし，申請手続きを行うことで，期間限定（6ヶ月）のランダムに生成した ID

とパスワードを発行される．この生成された ID とパスワードには，パスワード変更の概念はなく，再発行を行う
方式としている．このため，パスワードの紛失，忘れ，有効期限切れ全て同様に再発行となる．なお，再発行を
行った場合の以前の IDとパスワードやや有効期限切れの IDとパスワードは削除される仕組みとしている．この
仕組みにより，管理側の手間は殆どかからない．また，ネットワークに接続する（接続サービス）と学内の他の
サービスとは異なるパスワード体系とすることで，セキュリティに配慮している．なお，図 3.11には，学生向け
無線 LANの登録者数の推移を示す．
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図 3.11: 学生向け無線 LAN登録者数

3.4.4 情報化コンテンツ・システムの整備と運用

公式HPサーバシステム

本学の公式 HPは，本センターで管理するサーバ内に設置されている．本センターでは，同サーバのハードウ
エア及びソフトウェア（主にOS）を管理し，HP内コンテンツについては，総務部秘書課が管理している．

徳島大学お知らせシステム

教職員，学生，相互の連絡を電子的に行うべく支援ツールとして，「お知らせシステム」を導入している．機能
として，個人への連絡事項や授業単位でのお知らせ，あるいは学年学部等の属性を限定したお知らせなどが自由
に流せる仕組みを持つ．さらには，携帯電話上のメールアドレス登録などにより，メール連絡も同時に行える仕
組みである．ポータル機能としては，様々なシステムへの窓口的に動作する必要があり，業務で使われるような
EDBシステムや，本学の uラーニングシステム，あるいは学務システム等へのシングルサインオンの機能も実現
している．これは平成 16年度の学長裁量経費による施策であるが，当初は工学部と全学共通教育センターでの運
用を 1年間試行実施した．平成 17年頃は，両部局だけの任意利用であったため，図のアクセス状況にあるように
ほとんどアクセスが観測されなかった．この傾向は平成 18年度に入っての全学展開においても同様であった．と
ころが，平成 19年度には高度情報化基盤センターの教育用計算機システム更新と学務・図書館システムの同時入
れ替えが発生し，この時点でそれぞれをポータルを中心に連携する機能を実現した．この時点からは学生は履修
登録や成績参照，あるいは図書館の情報もポータルを利用する事となり，アクセス数がかなり急増する事となっ
た．それまでは 4月と 10月というタイミングのみ，アクセス数が顕著に伸びている様子が見て取れるが，これ以
降は成績参照の 2月に最もアクセス頻度が高まる結果となっている．さらには，それら以外の月にも多数が利用
している状況が分かる．
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図 3.12: お知らせシステムのログイン頻度

インターネット利用許可システム

インターネット利用許可システムは，本センターの教育用計算機システムの利用者に対して，利用者がWebに
よる試験を受けることにより，認定を与え，電子メールの学外との送受信を許可するシステムである．当初の予
定では，インターネット閲覧についても許可制とすることも検討したが，技術面，運用面を考慮して，電子メー
ルの許可に留まっている．本システムを構築した背景には，当時，初等教育，中等教育においてインターネット
の利用等に関する教育が十分でなかったことから，学生のインターネットに対する知識不足等が危ぶまれ，何ら
かの試験等が必要という声があり，基盤センターのシステムに対して何らかの手段を設けることが望まれていた．
本システムは，本センターによる独自開発システムであり，平成 12年に稼動開始した．現在は全学共通教育にお
ける情報教育の中で利用されている．毎年 1200 人程度の新入生が利用許可申請を行っており，運用開始から既に
1万人以上の学生が利用している．近年では，低年齢層へのインターネットリテラシ教育が浸透しつつあることか
ら，本システムの今後の役割を再検討する時期に来ている．

情報倫理自己学習システム

本システムは，日本データパシフィックが提供する，インターネットリテラシに関するWeb教材であり，イン
ターネット利用における様々な特徴や危険性について記載されている．本センターでは，インターネットリテラ
シの自己学習用として，平成 12年より全学生に公開している．平成 19年にはシステムを Moodleベースに更新
した．

履修登録システム

本学では平成 13年に，学務部からの要望を受け，Webによる履修登録システムを独自開発し運用を開始した．
運用開始時点では，共通教育センターの全学共通教育科目（主に学部 1，2年が対象）の履修登録を対象として試
行し，平成 14年度から本稼働となった．また，平成 16年度からは工学部も利用を開始し，平成 17 年度からは医
学部保健学科も利用を開始した．その後平成 19年度に新システム（本センター教育用計算機システムレンタルに
含む）で更新される迄運用された．運用期間，延べ数で 2万人以上が利用している．なお，学生が利用する際の
IDとパスワードは，高度情報化基盤センターの教育用計算機システムのものを使用していた．本システムは，本
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学の全体の履修登録Web化のための重要な第一歩であった．本システムはセキュリティ面を考慮して学外には公
開していなかったが，学生の利便性を考慮して，平成 16年から VPNサービスを提供することにより，自宅から
の履修登録が可能となっている．これは，本システム更新後の現在でも同様である．また，システム更新後は，成
績閲覧も可能となっている．

図 3.13: 履修登録システムの画面（平成 19年度前期まで運用）

EDBへの寄与

EDBは 2000年に工学部においてリリースされたデータベースであり，全学展開した後も，本センターから支援
を続けている．まず，センター棟 2Fのサーバ室には EDBのメインのサーバをハウジング設置している．また，
5F には EDB支援室のための部屋を提供している．2003年度にはエクセルフォーマット記述された個人業績デー
タを EDBに自動登録するシステムを運用した．また，EDBの利用促進に関する各種イベントを積極的に展開し，
全学運用への足場を固めた．
以上，本センターは学内の情報化推進のために，様々な上位サービスを提供するシステムを整備・運用してい

る．これらが提供するサービス又は他の部局が提供するサービスと組み合わせることにより，一層高度なサービ
スとして全学に提供している．
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3.5 情報化推進支援
本センターでは，学内の部局等に対して様々な形で支援を行っている．情報化推進機構 (第 3.9節で述べる)が発

足する平成 19年度までは，学内の情報化推進支援は，本センターが独自に企画運用を策定して行なったいた．

3.5.1 ネットワークの設計，構築，運用支援

建物改修や建物内のネットワーク改修が行われる際，当該部局の管理者から相談を受け，ネットワークの設計，
構築（機器の設定等），運用の支援を行っている．ネットワーク障害が起きた場合には，障害の切り分けや原因の
特定など，部局の管理者と連携して問題解決を行っている．なお，全学的なネットワークの更新（例：キャンパス
ネットワークの更新）については，本センターが主体的に設計・立案し，予算要求，構築，運用等を行っている．
近年の対応事例を以下に示す．

• 医学部基礎棟改修に伴うネットワーク設計・技術支援，2005年，設計相談等．

• 創成学習センターネットワーク設計・技術・導入支援，2006年，設計・導入支援．

• 日亜会館ネットワーク設計・技術支援，2005年，設計・導入支援等．

• 共通教育センター B棟改修に伴うネットワーク設計・技術支援，2007年，設計相談等．

• 総合科学部 1号館改修に伴うネットワーク設計・技術支援，2009年，設計相談等．

• 医学部臨床棟他ネットワーク改修に伴う支援，2009年，技術相談等．

3.5.2 情報システムの設計，構築，運用支援

部局の情報システムの設計，構築など，相談内容によるが様々な段階における支援を行っている．また，全学
的なプロジェクトによる情報システムの企画立案や情報化推進のためのプラン原案作成等，本学の情報化推進に
深く関与している．また，情報システムの運用支援のため，各種説明会等を開催している．

1. 近年作成した学内の情報化推進に係る企画等

• 徳島大学情報基盤整備構想プラン，2007年

• キャンパス情報ネットワーク更新プラン（概算要求の一部），2007，2008年

2. 近年支援した学内のプロジェクト等

• キャンパス情報ネットワークシステム整備プロジェクト，平成 21年度
老朽化した基幹ネットワークを更新し，次世代のキャンパス情報ネットワークシステムとしての基幹
ネットワークを構築するプロジェクト，平成 21年度．

• 認証認可基盤プロジェクト
学内の統合的な認証基盤を構築するプロジェクト，平成 21年度
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• ワークフローワークスペースプロジェクト
本センターが整備している「お知らせシステム」の後継システムを構築するプロジェクト．平成 21年度

3. 学内部局の情報化支援

• お知らせシステム構築，改善

• 学務システム・EDBデータ連携 SI (system integration)

• 問い合わせ用ML整備

• uラーニングシステム SI

• SNSシステム SI

• 無線 LANシステム SI

• CALL教室ゲート管理システム SI

• 一時的 NW利用者アカウント管理システム SI

• VPNシステム SI

• 健康診断データベースシステム SI

4. 運用支援のための各種説明会

• 計算機講習会等

– ホームページ講習会 2003.9.24

– 視線管理者ミーティング 2003.11.14

– ポータルシステム説明会 2005.3.9

– ポータルシステム運用検討会 2005.3.24

– 学生用ポータルシステム講習会 2005.4.13-2005.4.19

– 教職員用ポータルシステム講習会 2005.4.13-2005.4.19

• 授業等での説明会
毎年，全ての情報科学入門授業にて，計算機利用説明と，セキュリティポリシー，情報システムの説明
等を分担実施

• 意見交換等

– CALL教室利用者懇談会（2007.7.3，2009.3.26，2009.3.30）

– 情報科学授業担当意見交換会（2009.6.12，2009.9.2，2010.1.12）

– 支線管理者懇談会（2008.2.6）

3.5.3 情報化推進に関するイベント開催

情報システムの利活用及び情報化推進に関し，各種のイベント，セミナーを開催している．これらのイベント
には，本学内だけでなく地域を含めたものも行っている．
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• ICTが開く新しい教育環境（2005.3.5）

• 大学情報化推進セミナー（2007.3.7）

• ICT未来フェスタ出典（2008.11.7-2007.11.9）

• FAAIワークショップ第 1回（2009.9.14-2009.9.16）

• FAAIワークショップ第 2回（2010.1.7）

3.6 セキュリティ対策
3.6.1 全学セキュリティ対策

全学的なセキュリティ対策の立案，実施，及び関連する支援を行っている．セキュリティポリシーの策定（平
成 16年策定）や運用，監査等，教育（セミナー開催等を含む）本学のセキュリティ対策のために活動を行ってい
る．平成 21年度では，平成 16年に策定したセキュリティポリシーの見直しを本学情報部と連携して行っている．
近年の実施事項は以下の通りである．

• 情報セキュリティポリシー策定（規程，手順等）

• 情報資産洗い出し

• 情報セキュリティポリシー改訂

• 情報セキュリティ監査（2006年以降毎年一回）

• 情報セキュリティセミナー（毎年 1回以上）

– 情報セキュリティポリシー説明会（2004.11.24）

– 2006年度（2007.1.17-2007.1.18）

– 2007年度 留学生用；英語（2007.6.14-2007.6.15）

– 2007年度（2007.11.13-2007.11.14）

– 2008年度（2009.12.17）

– 2009年度（2009.9.9-2009.9.10）

3.6.2 部局セキュリティ対策の支援

全学的なセキュリティポリシーの活動として，部局内の様々なセキュリティ対策の各種提案，対策実施，支援
等を，部局等の状況に応じて行っている．平成 19年度に効果的で簡単なセキュリティ対策である，全学的な IP

フィルタリング対策の提案を行ない，情報システム管理委員会の承認を得たのち，二年間かけて IPフィルタリン
グおよび不要 IPの回収等，対策を実施した．
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また，セキュリティ啓発活動として，毎年新入生に対し，セキュリティ心得に対応する資料を配布している．
2005年から 2008年は A4表裏のフルカラーパンフレット（著作権や P2P, コンピュータウィルスに対する注意お
よびべからず集）を制作，配布している．2009年は，著作権の保護に対する理解を深めてもらうため 16ページの
小冊子読本形式を 2,000部発行した．2010年も同様の冊子を新入生に配布予定である．

2006年度，2007年度にかけて，学生の P2P利用による楽曲の不正アクセスが 2件，管理されていないサーバへ
のフィッシングサイト構築が 2件，物理的侵入によるコンピュータの盗難・破壊が 1件と，重要なセキュリティ
事件が発生した．これらの事件の調査，解析，事後対策などについて本センター教員が活動した．2007年末には
徳島大学情報システム危機管理本部も立ち上げるなど，セキュリティに対する全学的な組織的対応の整備にも当
たった．

2006年度より，学内ソフトウェアのライセンス管理簿作成の必要性を周知し，情報システム管理委員会を通じ
て，全学で調査，管理簿作成を徹底した．また，後述の情報セキュリティ監査で作成状況の確認，更新の促進を行
なった．

3.6.3 情報セキュリティ監査

2005年度より夏期に各部局対象に，情報セキュリティ監査を実施している．監査委員はセンターの教職員で構
成されている．例年，12カ所程度の部局に対し実施している．2005年度の時点では全国の国立大学で情報セキュ
リティ監査まで実施している組織は皆無であった．

2005年度から 2008年度までは，無作為に部局を選定し，その部局の部局情報システム管理運用責任者および支
線管理者を対象として，ヒアリングによる助言型監査を実施した．指摘事項，改善事項については後日改善報告
書を求め，情報セキュリティの実質化と浸透に務めた．本学監査室室員が随行することもあった．

2009年度は学長裁量経費により，外部診断業者による技術的なセキュリティ診断を実施した．具体的には学内
に設置されている各種サーバのうち，通信量の大きいものをいくつか抽出し，遠隔アタックをかけ脆弱性を探る
ものである．いくつかのサイトで実際に脆弱性が見つかり，緊急に対策を施した．

3.7 各種相談対応
本センターは，これまでの節で説明されてきた各種業務や，その他の相談に対応している．以前から要望され

ていたパソコン全般（ただし，専門的なソフトウェアの使用方法等は除く）に関する相談窓口について，平成 18

年 5月から非常勤職員 1名（平日 10:00～17:00）を蔵本地区に配置している．
相談対象者は蔵本地区の教職員及び学生である．相談内容の解決には，速やかに行なえる場合や数日かかる場

合があり，また，現場への訪問が必要な場合など様々である．また，専門的な内容の場合はセンター職員又は教
員がサポートを行っている．この相談窓口により，本センター教職員の負担は軽減され，本来の業務により専念
できる割合が増えた．図 3.14に蔵本地区のパソコン相談窓口の利用状況を示す．常三島地区については，本セン
ターの職員が主に対応しているほか，センター棟の演習室に，平日 17:00～22:00の間，アルバイト学生を配置し
て学生からの問い合わせ対応等を行っている．新蔵地区については，事務局情報部情報企画課情報基盤運用室シ
ステム運用係が対応している．
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図 3.14: 蔵本地区パソコン相談窓口利用状況

3.8 学外プロジェクトへの支援や連携
本センターは，様々な情報基盤センター系の協議会や連絡会と情報交換を行うだけでなく，学外プロジェクト

の窓口としても機能する．これは，最新の ICT環境への追従や本学の優れた方式を広報する意味もある．例えば，
下記のようなプロジェクトに積極的に関与している．

1. 国立情報学研究所　オープンドメイン証明書自動発行プロジェクト

2. 国立情報学研究所　学術認証フェデレーションプロジェクト

3. 戦略的大学連携 e-Knowledgeコンソーシアム四国システムワーキング

4. 総務省 JGN2, JGN2plus 実験プロジェクトおよび四国連絡協議会

本センターが関与する，近年の JGN関係の活動として以下が挙げられる．

• ５大学連携キャリア意識養成講座等講演会中継 (2006.2.24, 2006.11.22, 2007.1.17, 2007.12.5, 2008.1.18)

• 四国 JGN2セミナー中継（2007.11.22）

• JGN2Plus 四国連絡協議会セミナー主催（2010.2.6）

3.9 徳島大学情報化推進機構との連携
大学における情報化事業は，平成 18年度までは高度情報化基盤センターが主に企画立案し実施してきており，

それは第 3.5節で述べた通りである．
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しかしながら，本センターそのものには全学の情報化戦略を直接統括できる予算も人員もなかった1. よって，
全学の情報化にかかる新たな取り組みや工夫の実現には，文科省への概算要求や学内での特別措置に頼るか，学
長裁量経費の要求を都度行なう必要があり，その採否により事業の実施や継続計画が大きく左右された．
しかし，大学法人化や事務情報部の新設，情報担当学長補佐の配置，CIOを取り巻く環境変化などの要因から，

平成 19年度に情報化推進機構が設置された．よって情報化推進施策がより組織的に取組まれることとなり，情報
化推進事業の企画から運用について，学内関連組織が連携できる体制となった．これで財政管理やマネジメント
レビューも伴った，より全学的な情報化推進体制となった．機構には情報化推進室が設置され，本センターは支
援組織となった．室長，室員には，本センターの構成員が参画している．
機構の実際の活動としては，平成 19年度には問題の洗い出し，平成 20年度には情報化推進事業の策定（計画

および予算取り）が行なわれ，平成 21年度には基盤整備と位置づけられる事業が選定され，実施に移された．
情報化推進室室員

• 平成 19年度 木内（推進室長），大恵，北

• 平成 20年度 大恵，北

• 平成 21年度 北，上田

本センター教員は全員各事業のプロジェクトマネージャおよび協力教員となって実務に当たった．本センター
が携わった事業は，上記と重複するが以下に再掲する．

• 新キャンパス情報ネットワークシステム整備：北，佐野

• 全学統一認証基盤整備：松浦

• ワークフローワークスペース整備：上田

• 遠隔講義・電子会議システム（一部）：金西

以上のプロジェクトも含めた，本学の情報化推進政策の概略，推進体制等について図 3.15に示す．また基盤整
備事業の詳細を図 3.16に示す．今後も情報化推進機構の事業において，本センターは重要な役割を果たすことが
期待されている．

3.10 他の学内管理業務
本センターは，文科省省令設置のセンターであり，学内の多くの委員会等に色々な形で参画せねばならない．ま

た，他センターの併任となることもあり，そのため学部の専任教員に比較して，教員一人当たりの就任する委員
会委員の数がかなり多い．このことについて，知能情報工学科の協力・理解も得ることができ，工学部教員とし
ての管理運営業務負担は少なくなっている．

1予算額面ではかなり大きな数字が歳入支出に計上されるが，それらはネットワーク保守費用および教育用計算機システムのリース費用で
あり，センターの裁量で全学規模のサービスを運用できる余裕は全く無い
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第4章 研究活動

本章では，研究部門の研究概要を述べたのち，研究業績の根拠となる学術論文，解説論文，国際会議論文，講演
会論文，研究会資料，レポート等のリストを示す．

4.1 大規模情報システム研究部門
大規模システム研究部門では，多種多様な大規模情報を統一的かつ効率的に処理する情報処理システムの構築・

管理技術，ヒューマン・インタフェースを考慮した知識型データベースの構築・検索技術，統計解析等のデータ解
析技術，高信頼性ネットワークの構築・運用技術，大学基盤ネットワークの最適化と実装技術，ネットワーク・セ
キュリティ技術等の研究開発を行っている．本研究部門には，2名の教員（教授：北，准教授：佐野）が所属して
おり，主に北が大規模データベースの構築・管理・検索に関わる技術の研究開発を，佐野がネットワーク関係の技
術の研究開発を担当している．学内の研究組織や学外の研究機関および企業との共同研究も積極的に行っており，
企業との共同研究では，学内のインキュベーション支援施設研究室（2002年度から 5年間）において，大規模マ
ルチメディア・データに対するクロスメディア情報検索システムの実用化研究ならびに商用化を行ってきた．以
下では，本研究部門で行ってきた研究の概要を説明する．

4.1.1 マルチメディア情報検索／クロスメディア情報検索に関する研究

計算機の高性能化や記憶容量の大容量化および低価格化にともない，情報のマルチメディア化が急速に進行し
ており，このような背景のもと，膨大なマルチメディア・コンテンツの中からユーザの情報ニーズに適合するコ
ンテンツのみを検索する情報検索技術は，現在の情報化社会を支えるきわめて重要な基幹技術となっている．従
来の情報検索では，キーワードから文書を検索したり，与えられた画像に類似した画像を検索するなど，検索質
問と検索対象が同種のメディアに属する場合について主に研究が進められてきた．しかし，ユーザの多様化する
情報ニーズに応えるためには，単一メディアに対する検索技術の高度化だけでは不十分であり，質的に異なるメ
ディアを横断（クロス）して検索することのできるクロスメディア情報検索技術が必要となる．本研究部門では，
マルチメディア・コンテンツに付与されたキーワード等のメタ情報とコンテンツ特徴量との間の確率的相関関係
を潜在変数モデルのフレームワークで学習することにより，メタ情報の付与されていない未知コンテンツまでを
も検索することのできる情報検索モデルについて研究を行ってきた．また，研究開発した情報検索モデルを用い
て，自然言語による画像・映像検索システム，話者情報に基づく映像検索システム，ハミングに基づく音楽検索シ
ステムをはじめとする多数のシステムを開発した．
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4.1.2 多次元高速近傍検索アルゴリズムに関する研究

マルチメディア・コンテンツに対する検索では，多くの場合，コンテンツから得られる複数の特徴量を多次元ベク
トルにより表現し，ベクトル間の距離に基づきコンテンツ間の類似性を判定する．この際，大規模なベクトル・デー
タベースから与えられたベクトルと距離的に近いものを高速に見つけるという多次元近傍検索 (multidimensional

nearest neighbor search)の技術が重要となる．しかし，高次元空間では，ある点の最近点と最遠点との間に距離
的な差が生じなくなるという現象が起こるため，効率的な多次元近傍検索手法を設計することが極度に困難とな
る．従来，多次元近傍検索に対する手法として，R-tree, SS-tree, SS+-tree, X-tree, SR-tree等のさまざまなもの
が提案されてきたが，これまでに決定打というべき手法は存在しなかった．我々は，1次元自己組織化マップを用
いた高速近傍検索手法およびベクトル要素の分散値を用いた次元ソート法ならびに主成分分析に基づくデータ変
換法を用いて距離計算中の不要演算を早期検出することにより高速に近傍検索を行う手法を開発した．我々の開
発した新手法と従来手法との速度比較を図 4.1に示す．図では，48次元，192次元，384次元，432 次元，576次
元のデータを検索するのに要する CPU時間を各手法ごとに示している（検索対象総データ数は約 5万件）．図中，
Fast, Fast-DOSRT, Fast-PCAで示されているものが我々の開発した新手法であり，従来手法に比べ 20～100倍
程度高速な検索を達成している．

図 4.1: 多次元近傍検索アルゴリズムの速度比較

4.1.3 Earth Mover’s Distanceの高速検索アルゴリズムに関する研究

Earth Mover’s Distance (EMDと略記)は，多次元空間内の重み分布同士に対して定義される距離尺度であり，
類似画像検索や類似音楽検索の分野などでの有効性が示されている．EMDの計算は，線形計画法の輸送問題を
使って行うことができるが，輸送問題の計算コストが高いことから，単純な実装では EMDを用いたマルチメディ
ア検索の高速化が望めないという深刻な問題点があった．上記の問題点に対処すべく，我々は EMD計算をきわ
めて高速に実行できるライブラリ fastEMDを開発した．fastEMDでは，順位キューを用いた検索の途中結果の
効率的な管理，EMD距離に対する数種類のLower Boundsの導入等を行うことにより，実際に行う EMD距離計
算をデータ数の 10分の 1～100分の１程度にまで削減することが可能となった．
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4.1.4 検索キー・コンプリーションを実装した全文検索サーチエンジンの研究開発

Web上で提供されている膨大な情報の中から，ユーザの必要とする情報を入手することを支援するシステムと
して，現在，Googleを始めとしてさまざまなサーチエンジンが提供されているが，これらのサーチエンジンを利
用するためには，ユーザの情報要求を具体的な検索キーという形で表現する必要がある．しかし，ユーザにとっ
ては，自分の情報要求を検索キーとして具体化することは必ずしも容易なことではなく，特に初心者においては，
どのような検索キーを与えれば適切な検索結果が得られるか分からない場合が多々ある．我々は，単語あるいは複
合語のごく一部が与えられたときに，これを自動補完し適切な検索キーをユーザに提示するという「検索キー・コ
ンプリーション」について研究し，この機能を実装した全文検索サーチエンジンを開発した．最近，Google も同
様の機能を持ったGoogle Suggest というエンジンを開発し，英語版で試験的にサービスを行っているが，我々の
研究開発は Google Suggest に先行して行われており，日本語の検索キー・コンプリーションに関しても既に研究
開発が行われている．図 4.2は，開発したサーチエンジンに「ごみ」という単語を入力したときのコンプリーショ
ン結果を示しているが，「ごみ減量」や「ごみ収集」などの詳細な検索キーと検索ヒット数を表示している．この
例が示すように，与えられた単語から，より適切な検索キーを提示することにより，ユーザの欲しい情報をすば
やく入手することが可能となる．開発した全文検索サーチエンジンは，上で述べた検索キー・コンプリーション
以外にも，検索漏れがない，検索ノイズがきわめて少ない，同義語検索機能，見やすいサマリーなど，多くの特徴
を備えている．

図 4.2: 検索キー・コンプリーションの適用例

4.1.5 法令検索システムの研究開発

法律や政令に関する用語の検索を簡素・迅速化する全文検索システムを県内企業と共同で開発した．入力した
キーワードを含む項目を一括表示するのではなく，テーマごとにいったん分類し，検索候補を絞り込む補完機能
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を備えている．憲法を始めとする約 7,000の法律，政令，省令のほか，都道府県例規集や最高裁判例集，公開特許
要約なども検索の対象としており，平成 17年 7月から約 3年間にわたり，「ジェネリック・サーチ」の名称で，イ
ンターネット上でサービス提供を行ってきた．図 4.3に，法令検索システム「ジェネリック・サーチ」の検索実行
例を示す．

図 4.3: 法令検索システム「ジェネリック・サーチ」の検索例

4.1.6 建築関連法令の合否自動判定システムの研究開発

建築の際に関係する法律は，建築基準法を始めとして，都市計画法，消防法，建築物の耐震改修の促進に関する
法律，高齢者建築物法など多岐に渡っている．従来，計画している建築物が建築関係法令に適合しているか否か
を調べるのは，人手を要する非常に煩雑な作業であったが，我々は県内企業と共同で，建築関係法令の合否を瞬
時にチェックすることのできるシステムを開発した．平成 18年１月から「建築主事くん」の名称で，約 2年間に
わたりインターネット上でサービス提供を行った．図 4.4に，「建築主事くん」の実行例を示す．

4.1.7 内容に基づくコンテンツ分類技術の研究開発

Web上に存在する膨大なコンテンツを，URLのパス解析およびベイズ推定に基づき自動的に分類する技術につ
いて研究を行い，本技術の応用として，有害画像フィルタリングシステムを開発した．Web サイトの中には未成
年者にとって不適切な情報が数多く存在している．この問題に対処するため，利用者がアクセスできる情報を制限
するフィルタリングシステムの研究開発が各所で行われている．特に，Web上の画像検索システムは，教育現場
において資料収集のために頻繁に用いられているにもかかわらず，ごく普通の検索キーに対する検索結果の中に
も頻繁に有害・不適切な画像が表示されてしまうため，フィルタリング処理の適用が望まれている．既存のWeb

画像検索システムでは，有害画像の URL をデータベース化することでフィルタリングを行っている場合が多い．
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図 4.4: 「建築主事くん」の実行例

しかし，有効な URL がデータベース化されていないため，高精度なフィルタリングは実現できていない．我々
は，URLをパス毎の出現頻度を用いて重み付けを行うことにより，有害性の高い URLを自動識別しフィルタリ
ングする手法を開発した（図 4.5(a)）．この手法とベイズ・フィルタリングを融合することにより，きわめて高精
度なフィルタリングシステムを開発した．図 4.5(b)に，Web画像検索システムによる検索結果にフィルタリング
を施した場合の出力結果を示しているが，“18禁”マークの位置にあった画像が有害・不適切であると判断されブ
ロックされている．利用者にとり不必要な情報をブロックできるということは，逆にいえば，利用者に必要な情
報のみを取捨選択できるということを意味しているため，本技術を用いれば，利用者の興味のあるコンテンツだ
けをWeb上から自動収集することも可能である．

 

(a) (b)

図 4.5: (a): URLパス解析に基づくフィルタリング，(b): 有害画像のフィルタリング結果

4.1.8 商品レコメンデーションシステムの研究開発

　県外企業との共同研究により，類似画像検索技術を用いた商品レコメンデーションシステムの研究開発を行っ
ている．レコメンデーションとは，対象者にとって価値のあると思われるコンテンツ（商品や情報）を提示するこ
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とであり，次世代インターネットのコアになる技術の 1つだと言われている．研究開発したシステムは，インター
ネット通販サイトにある商品画像の色，模様，形などを自動的に解析することにより，通販サイト利用者に類似商
品を提示するというシステムであり，徳島の名産品である「すだち」にちなみ，システムの名称を『SUDACHI』と
している．　『SUDACHI』の類似商品検索の実行例を図4.6に示す．図の一番上に表示されている画像がシステム
利用者の指定した商品の画像であり，この商品と類似していると思われる商品を商品データベース中から探し出し，
その結果を下部に表示している．商品データベースの中には，ジャケット，ワンピース，ミニスカート，水着，下着，
靴，バッグ等を始めとする多彩な商品が格納されているが，利用者の指定した商品（柄付きのロングスカート）と似
たものが検索されている．　また，『SUDACHI』では，同一の種類の同系色の商品や逆に非同一系色の商品を提示
したり，異なった種別の同一模様の商品を提示するなど，さまざまな機能を持っている．図 4.7には，『SUDACHI』
を利用した商品レコメンデーションシステムの例を示している (「見つかる.jp」http://mitsukaru.jp/ より許可を
得て転載)．図の左上に示されている商品が，利用者の選択した商品であり，右上の象限にはその商品と同一種別
の同系色商品が，右下の象限には同一種別の非同系色商品が提示されている．図 4.7は，水着の類似商品を推薦す
るシステムの例であるが，『SUDACHI』は他にもレディースファッション関連の商品や浴衣など，いろいろな商
品のレコメンデーションシステムに用いられている．

図 4.6: 類似商品検索の実行例

4.1.9 画像の感性的解析に関する研究

画像の配色や模様を自動的に解析し，画像と感性的なイメージスケールとの間の関連性を調べるシステムを，企業
と共同で研究開発している．本システムは，与えられた画像を，WARM-COOL, SOFT-HARD, CLEAR-GREISH

で表現される３次元のイメージスケール上に配置するシステムであり，本システムを利用することにより，ユー
ザの好みに基づく画像の感性的検索が可能となる．図 4.8に，複数の商品画像を 3次元イメージスケール上に配置
した例を示す．なお，図 4.8では，分かりやすいように，商品画像と単色や 3色の配色画像との関連を線で結んで
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図 4.7: 商品レコメンデーション・システムの例

表している．将来的には，心理的なイメージワードを指定することで，インターネット上のショップを横断的に
検索し，利用者のイメージする商品を検索，推薦するシステムに発展させる予定である．

4.1.10 情報資産管理に関する研究

セキュリティポリシを運用するためには，情報資産の管理や関連する様々な情報を管理する必要がある．我々
は，複数の概念階層を用い，その権限管理モデルを共通化することで，柔軟性を維持しながら管理概念の簡素化を
図ることを目的とした研究を行っている．図 4.9には概念階層と権限管理モデルの共通化の関係を図示している．

4.1.11 履修登録システムの開発

平成 14年から開発支援を行っている履修登録システムは，平成 16年度にはそれまで利用していた全学共通教
育に加え，工学部が新たに利用するところとなり，平成 16年度後期からは医学部保健学科が利用している．平成
16年度後期のシステムでは，平成 16年度前期のシステムを見直し，プログラムの殆どを書き直して使いやすさと
安定性の向上を図ると共に，クオータ制等の取扱にも対応した．

4.1.12 VPN接続システムの開発

　学生が，学外から大学内限定のリソースにアクセスすることを可能とするための VPN 接続サービスを平成
16年 6月より試運用を開始した．このサービスは，Microsoft　 PPTP を用いた VPN 接続を称しており，ADSL

等の学生宅のインターネット接続環境から，本学に VPN サーバに接続することで実現される．このサービスの
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図 4.8: ３次元イメージスケール上への画像の配置例

図 4.9: 概念階層と権限管理モデルの共通化

ための VPN 接続システムを開発・構築した．また，利用者登録・抹消管理を自動化することにより管理を簡素
化した．

4.1.13 セキュリティポリシのための情報資産洗い出し用データベースシステムの開発

徳島大学情報セキュリティポリシの作成にあたり，平成 15年末から平成 16 年 1月にかけて，情報資産洗い出
し用データベースシステムを構築した．本システムは，資産洗い出しシートに基づく情報資産を登録し，リスク
分析・評価を支援するシステムである．このシステムに登録された情報を元に，本学のセキュリティポリシを構
築している．

4.1.14 無線 LAN利用者登録システムの開発

本学学生を対象とした学内無線 LAN用の利用者登録管理システムを開発・構築し，平成 17年 7月下旬より試
運用を開始した．このシステムは，学内で構築が進められている学生向け無線 LANの一部であり，運用面での効
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率化を図るためのシステムである．VPN 接続システムと同様，利用者登録抹消管理を自動化することにより管理
を簡素化した．

4.1.15 ネットワーク上での運用管理に関する研究

国立大学法人等の基幹ネットワークは，その運営予算の面で，充分な管理費用を確保することが難しいと言わ
れており，また，これに割くことが出来る人員も限られているのが実状である．このような状況下で，低コスト
でかつ少人数で基幹ネットワークを運用管理することが要求されている．管理の集中化によるコストダウンは多
くの場合効果的であるが，集中化されたシステムは概して高コストになりがちである．本研究では，集中化され
たシステムや管理の仕組みを低コストで実装する．無線 LANの認証体系や大学ポータル運用，基幹ネットワーク
のセキュリティ改善を主体として研究を行っている．
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4.2 マルチメディアシステム研究部門
マルチメディアシステム研究部門は，画像計測工学，画像処理応用工学，コンピュータグラフィクス，可視化問

題等，広義のマルチメディアに関する研究を行っている．

4.2.1 構成員の変遷
2002年 4月～9月 大恵俊一郎 教授
2002年 10月～2009年 3月 大恵俊一郎 教授，上田哲史 准教授
2009年 4月～2009年 7月 上田哲史 教授
2009年 8月～現在 上田哲史 教授，松浦健二 准教授

4.2.2 テクスチャ解析に関する研究

画像から数理的に得られる本質的な情報について，抽出，定量化などの画像情報処理，および，画像認識などの
コンピュータ理解機構を研究している．リモートセンシング画像においては稜線抽出，土地利用解析を行なう．こ
れには主成分分析やクラスタリング，ニューラルネットワークによる学習，ウェーブレットによる分類等[IC-30]が
応用されている．また，非定常画像においてエッジに着目し，画像を意味のある集合に分割する画像の分割問題
[PR-1]，やその精度向上[DC-86]を検討している．

4.2.3 目視検査の自動化等の視覚認識処理技術

カラー画像において出現頻度の少ない画素がエッジを形成するという特徴を応用し，焦点合わせ機構や，自動
物体認識などの画像処理応用も研究している[IC-24][PR-25]．藍染め織物における色むらの定量化を行い，上記の
テクスチャ解析と頻度分析を応用して，自動でむらを抽出し染め具合をコンピュータ評価するシステムを開発し
た[IC-29][DC-10]．他にも，カラー画像の露出補正[DC-41] などを行なっている．
画像は３次元の立体情報についての２次元空間への射影であるため，被写体の幾何的情報は必ず失われる．そ

こで，ある画像から元の被写体の３次元空間情報を復元・推定する問題も，非接触，非侵襲計測方法として大変重
要であり，本部門ではステレオ画像中の対応点探索法による物体計測[IC-27]，CCD移動型単眼視カメラの画像か
らの３次元物体計測[IC-28]を行っている．

4.2.4 動画像処理を用いたコンピュータビジョン

マルチメディアとして要視されているものに動画像がある．その記録された情報から物体の動きを認識し，距離
や速度を計測，実時間で物体を追跡するシステムの開発[IC-46]やアルゴリズムの開発も行っている[IC-51][PR-47]．
ネットワークカメラから画像を実時間で取得し，顔位置を認識し自動追跡を行っている[IC-61]．情報をフィード
バックしてカメラの位置も制御できるため，コンピュータ操作者の認識[IC-66][IC-69]やカメラの最適位置決めを
行うシステム[PR-24][PR-47] も開発された．
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各画像処理技術を応用したコンテンツ作成のための授業自動収録システム[DC-10]，端末使用監視システムの開
発，および，多視点同時記録型映像コンテンツサーバシステムなど，マルチメディアに関わる教育情報システム
の開発[IC-76] にも携わっている．
物体のトラッキング手法関連のテーマでは，高いロバスト性を持ちしかも実時間処理の可能な物体トラッキング

手法， PZTカメラを用いた教材コンテンツ作成のための講演者追跡及び映像収録システム，顔のトラッキングに
よるキーボード及びマウス機能の開発等の研究を行っています．　その他のテーマでは，ニューラルネットワー
クを用いた高密度プリント基板上の部品検査システムの開発，オプティカルフローを用いた動物体の絶対距離と
絶対速度抽出法の研究，画像を用いた端末監視システムの開発等を行っている．

4.2.5 カラー画像中の頻度情報を用いた画像処理手法の研究

カラー頻度情報を画像化した頻度画像を用いて可能にする方法[IC-27]は，従来のステレオ法では不可能であっ
た模様の無い物体表面での対応点探索を可能にしている．１枚のディジタルカメラ画像から露出の異なる２枚の
画像を現像し，それらの画像の頻度情報を用いて逆光補正等の局所的な露出補正を行い，人間の視覚感覚に近い
ディジタル画像を生成する技術開発にも取組んだ．
目視では検出不可能な隠れた情報を，頻度画像を用いて取り出す研究も行った．応用として，印刷欠陥や一様

表面のむら検出及びの抽出法の研究，マルチスペクトル画像によるカラー特徴の抽出と頻度情報を用いた印刷欠
陥の抽出法を開発している．
カラー画像の露出補正法は本学から特許出願をしており，また，表面むらの検出法を適用した液晶パネル用フィ

ルタの検査装置の開発は，平成 18年度に通商産業省のコンソーシアム事業に採択され，工業技術センターと浜松
メトリックスと共同で開発を行った．徳島県工業技術センターとのカラー画像処理に関する研究の成果は，新聞
などにも多く取り上げられ，計測自動制御学会の論文発表賞も受賞している．

4.2.6 DSPを利用したカオス制御機構

DSP（Digital Signal Processor）は高速に積和演算を行うことに特化された演算プロセッサで，高速ディジタル
信号処理に向いているデバイスであり，携帯電話など，マルチメディアモバイル端末で中心的な役割を果たして
いる．本部門では DSPを用いた非線形信号処理を研究している．
カオス回路において，DSPを用いて状態を高速にサンプリングしメモリに記憶，一定時間後にシステムに帰還

させるという delayed feedback 制御機構を構成・実装している．さらに，状態を一部マスクした上でカオスを制
御することに成功した[LT-5][IC-58][IC-75][IC-110][IC-116]．これは，制御量が間欠的に帰還されても制御が可能
であることを示しており，世界的にも連続時間系の遅延フィードバック制御としては例がないと思われる．
東京大生産技術研究所合原一幸教授の研究グループによる，平成 21年度内閣府最先端研究開発プログラム「複

雑系数理モデル学の基礎理論構築とその分野横断的科学技術応用」において，われわれも本研究を基にしたテー
マで参加し，共同研究を実施する．
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4.2.7 方向写像によるアトラクタの視覚化

離散写像において，カオス集合が存在する状態空間で軌道の推移量や角度を符号化することを考える．つまり，
その空間において空間を離散化し，それぞれの初期値による n写像後の軌道を得たとき，それらと初期値のとの
成す角度が評価できる．この操作によりカオス内に埋め込まれている不安定な n周期点が特異点として抽出でき
る[IC-115][IC-164]．また，応用としてカオス内の周期点配置におけるフラクタル性の同定[IC-186]を行なった．
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図 4.10: 方向写像による周期点の視覚化の例

4.2.8 断続力学系の分岐問題

これまでの非線形力学系の分岐問題においては，系が滑らかな関数でモデリングされていることが前提であっ
た．系の方程式や解が，時刻や状態，パラメータで必要な回数だけ微分可能であることが要求されて来た．しか
しながら，この 30年で区分線形力学系など，区分的に解析解が求められる系は，リターンマップの利用によって
分岐問題解析が大きく発展した．
われわれは区分的に非線形な関数でモデル化された常微分方程式系について研究して来ている．ポアンカレ切

断面を微分が定義できなくなる点に設置することにより，変分方程式の解を用いて分岐問題を完全に定式化できる
技術を持っている．本研究はこれを応用し，様々な区分非線形系の解析[PR-74] [IC-154] [IC-163]．を行ない，ま
た，方法論を一般化することを考えて来た[PR-82].

2008年 6月に断続力学形の分岐問題の周辺について NWCA’08（フロリダ）において発表し，それに密接に関
連した内容で NDES’08 （ニジニノブゴロド）において招待講演[IC-172]に応じた．

4.2.9 ダイナミカルシステムの視覚化および設計

コンピュータグラフィクス，可視化問題も，マルチメディアと関連した重要な技術である．本部門では，力学
系の数理的集合に対する，ボリュームレンダリング基礎技術を応用した視覚化の研究を行なっている．
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力学系における多様体を 3次元平衡系の等値面 (isosurface) として視覚化することを検討している．具体的に
は，非線形力学系の 3次元パラメータ空間における分岐曲面の視覚化[IC-73]，状態空間の多様体の視覚化[IC-111]

などに取り組んだ．求めたい等値面を二点境界値問題に定式化し，高速に視覚化を行うための制御点計算や自律
的パラメータ探索法を研究した．また，力学系の時系列情報について，状態空間でのアトラクタの効果的な視覚
化手法[IC-115]についても検討している．

Surface model の頂点データを基に 3次元構造物を生成する枠組みも提案した．図 4.11は，Duffing方程式の周
期倍分岐集合を 3次元パラメータ空間のソリッドモデルとして表し，さらにそれを樹脂により実体化させたもの
である．複雑な分岐構造も手に取って観察／理解できるようになっている．

(a) (b)

(c) (d)

図 4.11: 3次元分岐図と樹脂による実現

4.2.10 フラクタル符号化に関する研究

フラクタル符号は，画像中の幾何学的な自己相似特性をアフィン変換のパラメータで表現した画像符号化手法
である．本部門ではフラクタル符号の応用について研究を続けており，これまでに，画像の符号化復号化に関す
る品質の改善，各種認識問題を取り扱ってきた．
同定されたパラメータ集合は，そのまま反復写像のパラメータ族とみなすと，エッジで分割された部分画像を

収束域として形成する．この性質を利用し，画像領域分割処理やその改良，高速化，また，部分画像をキーワード
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とする類似画像検索などを提案している．ところが 2002年度以降は卒業研究で完結しており，公表論文等で研究
成果を発表できていない．

4.2.11 分岐解析パッケージの開発

2005年から 2009年まで，科学技術振興機構 (JST)の戦略的創造研究推進機構 (ERATO)の研究プロジェクト
(代表；東京大学合原一幸教授)に参加し，MATLAB による分岐解析ツールの開発を，サブプロジェクトとして実
施した．本研究室出身の辻繁樹博士を研究員として派遣し，メインの開発とプロジェクト管理に当たってもらった．
いままでに開発してきた分岐解析手法の集大成であり，直接論文に結びつく研究ではなかったものの[IC-108],

[PR-54]，開発にはユーザレビュー等も採り入れ，実用的で便利なアプリケーションに仕上がっている．パッケー
ジ最新版は，http://bunki.sat.iis.u-tokyo.ac.jp:50080/にて公開されている．特徴としては，MATLABで内部的
に提供されている技術的に枯れた，高速な数値演算ライブラリを多用することにより，システム全体の信頼性と
可用性を上げたことにある．また，グラフィカルなユーザインタフェースをかなり細かく設計し，初学者でも直
感的に操作できるような情報呈示を行い，操作に難易度を感じさせないよう配慮している．
サブプロジェクトとしては，JSTによる中間審査，終了報告の両方において高い評価を得ることができている．

2008年 6月には，本学工学部主催のエンジニアリングフェスティバルには概要についてのパネルを出展した．

4.2.12 出版システムの研究

講演論文集を伴う国際会議や研究会では，その出版のための編集，費用，検証などは大きな負担となっている．
投稿機構や査読に関するシステムはフリーウェアのものが出回っているが，電子的に論文集を生成するツールは
出回っていない．
そこで Commence Conference System + LATEX+ PDFlib を用い，投稿，査読，編集・出版がトータルに制御で

きるシステムを開発，構築した[PR-77]．このシステムの利用により，利用者からの原稿を自動で集め，会議プロ
グラムに従ってプロシーディングを作成することができる．CDプレス・冊子印刷の直前まで，業者による編集・
校正のための作業や連絡を行なうことなしに，版下編集に没頭できるようになる．版下編集費用は業者に委任す
ると数十万円もの費用がかかるが，このシステムでは有償なのは PDFlib のライセンス費用だけである．これま
でに 20近くものイベントで利用された．
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4.3 教育情報システム研究部門
教育情報システム研究部門では，“教育の情報化”，“教育情報に関するシステム”など，部門名称に関連する様々

な研究分野で活動している．大きくは，IT技術を用いた教育環境や学習支援環境の高度化が目的である．また，
e-Learningに代表される新しい教育システムの開発あるいは，教育・学習に関する方法論の研究も視野に入る．
本研究部門の研究は，実践的な側面も持っている．十年先の教育システムを研究する一方で，半年先の教育シ

ステムや，実践から得られる知見の整理も重要な研究の側面となる．つまり，徳島大学における時勢に適した教
育環境の情報化についての研究も対象となり，アカデミズムだけでなくプラクショニズムも非常に重要な視点と
言える．例えば，学内で利用されている教育用計算機システムの電子教材の開発（支援），教育用計算機システム
の改良，次期教育用計算機システムの開発等を負うミッションも含まれる．更には，地域貢献の推進という観点
から，徳島県教育委員会や徳島県教育総合センターとの連携を進めており，学校現場の先生方を対象にしたセミ
ナーの実施や，教育現場と大学間の知識共有等に関する研究プロジェクトを視野に入れた幅広い研究分野を対象
としている．
徳島大学では平成 16年度の「現代的教育ニーズ取組支援プログラム」に採択された契機に，全学的な uラーニ

ングセンターを設置することとなった．本研究部門の教員は，この申請時点からコミットしており，採択以後は
自身の研究を進める傍ら，uラーニングセンターの支援も行うこととなり，様々なアプリケーションサービスや運
用に積極的に貢献している．
なお，本研究部門は定員 2名で運用する組織であるが，2002年に金西計英助教授 (後に准教授)が着任し，2003

年には松浦健二助手 (後に助教)が着任する事で，以後数年間の運用を続けた．具体的には 2名体制では約 6年以
上に及ぶ部門運営となったが，2009年度に両名とも本部門から異動する事となり，次の人員にその将来を託す事
となった．それでも大学の教育をシステム面からその根幹を支える研究部門として，“学び”の空間の創出に日々
努めるという大きな研究枠組には変わりないものと考えている．以後は，2002年の設立以後約 7年間に渡る研究
成果について，代表的なテーマを幾つか取り上げ，その概要をまとめる．

4.3.1 WBTのための問題作成や e-Testingに関する研究

まず，『e-Learningの高度化に関する研究』について，具体的にはWBT(Web Based Training)における演習問
題の自動生成の実現に関する研究について述べる．現在までに，いろいろなWBTのシステムが市販され，教材も
徐々に充実してきている．本学でも高度情報化基盤センターにおいて，WBTシステム上で動作する TOEICの教
材を提供している．WBTは自学自習を前提としており，紙の教科書・参考書に置き換わるものであり，さらに，
WBTではコンピュータの特性を利用し，音声・動画等さまざまなメディアを取り扱うことができる．そのため，
学習者は高いモチベーションを維持することが可能になっている．紙の教科書と比べても，学習効果は比較的高い
と言えるが，教材を開発する側から見ると，機能が高まった分，開発の負担も増大したともいえる．そこで，我々
はWBTの教材開発者の負担を少しでも減らすため，WBT教材の演習問題に着目した．
自学自習用教材の場合，学んだことの確認は重要であり，そのための演習は必須の機能である．また学んだこと

を定着させるためにも演習は必要であるため，演習問題を自動的に生成することができれば，教材作成者の負担
は減ると考えられる．一方，単に自動生成するだけではなく，個々の学習者の特性や進度に合わせて演習問題を
生成することができれば，学習効率を高めることも期待できる．具体的な対象領域として，基本情報処理技術者
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試験の対策を採り上げ，これまで培われてきた知的CAIの技術を用い，演習問題の基になる知識を部品化し，部
品を組み合わせることによって多様な問題を生成できるようにした1．われわれが試作したWBTでは，システム
が問題を作るだけではなく，正答，誤答，解答文も生成することができる．成果は以下の通り（国内口頭発表，研
究会を除く）．

• 学術論文：[PR-13]，[PR-43]

• 国際会議論文：[IC-82]，[IC-129]

4.3.2 Virtual Classroomに関する研究

近年のネットワーク技術の普及によって注目されている環境の一つには，仮想教室による遠隔教育もある．本研
究では，非同期に参加しながら仮想世界では同期的に学習できる環境の開発を行った．開発したシステムでは，ビ
デオ・スライド等の教材を利用したオンデマンド型の講義を提供し，いつでもその講義に参加することができる．
現在は，通常の講義をビデオに撮り，それをオンデマンド形式でインターネットを通じて配信する枠組みを持つ
e-Learningシステム（授業アーカイブ）が普及している．最近の授業アーカイブは，ビデオと連動する板書情報
提示のスライドショー機能，学生と教師の双方向の対話の場となる掲示板機能，レポート提出機能を併せて持っ
ている．われわれが開発したバーチャルクラスルームシステムは，現在の授業アーカイブを超えるものである．
われわれのシステムでは，学習者はバーチャル（仮想的）な教室の中に身を置き，自身を表すアバター（自分の

分身）を自由に移動させ，アバターを通じて発言をすることができる．「いつでもその講義に参加できる」という
ことは，参加している学習者は皆，異なったタイミングでその講義を受講していることを意味している．学習者
間の全ての行動は，非同期であり，これは，受講時間に制限がないというメリットがある反面，みんなで学習でき
るという実際の教室での授業が持つライブ感を生かしきれないという問題がある．本研究では，エージェント技
術を利用して過去の学習者の行動を仮想教室内で再現し，あたかも他学習者が同じタイミングで講義を受けてい
るかのような環境を提供し，非同期状態でのコミュニケーションによる協調学習を支援する．

• 学術論文：[PR-16]

• 国際会議論文：[IC-54]，[IC-63]

4.3.3 学習文脈に応じたネットワーク適応制御に関する研究

遠隔学習，オンラインでの eラーニングには，単純に一様なコンテンツを用意するだけでは必ずしも成功しな
い．学習者のクライアント環境や，それとサーバとの間に介在するネットワークの状態によって，柔軟にコンテ
ンツ配信が行える必要がある．本研究では，こうしたサーバ環境とエンドポイントとなる学習者との間の技術的
な幾つかの要件や，学習者自身の要求およびプレゼンス含めて，学習文脈と呼んでいる．そこで，これら学習文
脈に応じて適切なコンテンツ配信を行える仕組みを構築した．本研究は，フランスの LAAS-CNRSとの共同研究
成果である．特に，同期型の遠隔協調学習を支援するために，自動的にモジュール化されたアプリケーションの
配備を行うシステムをモデル化し，開発したプロトタイプを通じてユーザ評価を行っている．

1部品の組み合わせによっていろいろな問題が生成できる
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• 学術論文：[PR-36]，[PR-38]

• 国際会議論文：[IC-55]，[IC-67]，[IC-81]，[IC-84]，[IC-96]，[IC-118]

4.3.4 e-/u-Learningの実践研究および先端的システム研究

本学では，先端的なユビキタス学習支援と実践段階にある eラーニングの両面を，推進するために uラーニン
グセンターを設立しており，本研究部門がそこの技術的な支援を担っている．また，教員個々で行ってる研究も
あり，本学あるいは本学以外においても展開できる様々な研究成果を残してきた．例えば，実際の授業に携帯電
話を導入した評価研究，スライド教材の編集を行わせる事によるプレゼンテーションスキル能力開発，PDAを用
いた eポートフォリオの表現技術，eラーニングの授業実践などが含まれる．これらは，レポートのピアレビュー
に関する研究等実際に実践・運用されている成果もあり，研究から実世界で役立つ研究を生み出しているGood

Practiceの例と言える．また，アカデミックな研究としてもリフレクションに関する研究や，コンテンツ配信速
度の適応制御なども展開している．

• 学術論文：[PR-31]，[PR-42]，[PR-43]，[PR-62]，[PR-68]

• 国際会議論文：[IC-82]，[IC-83]，[IC-92]，[IC-130]，[IC-132]，[IC-142]，[IC-159]，[IC-145]，[IC-179]

4.3.5 キャンパスライフを支えるWEBサービスに関する研究

本テーマは，高度情報化基盤センターの実務サービスに直結する研究であり，学生や教職員のキャンパスライフ
を ICTを用いて支えるためのモデル化，実践研究等が含まれる．まず，高度情報化基盤センターでは，2003年頃
からキャンパスポータルサイトを構想し，2004年には運用を開始した．以後，実務的なデータ連携の方法論を模
索しながら，独自規格にてシングルサインオンを実現したり，自動運用のためのツール開発を行って来た．さらに
は，同時期に認証基盤を EDBワーキンググループと連携しながら立ち上げる契機を得たため，学内のアプリケー
ションサービスに対しては，統合認証基盤を推進する事となった．これらの活動を通じて得られた知見は，アカ
デミックな発表に繋がりにくいが，それでも論文や国際会議にて発表を行っている．また，本研究部門では，総
務省の SCOPE予算を獲得し，地域 SNSの基盤技術研究も行ってきた．この技術的な色合いの強い研究と並行し
て，運用フィールドとして，四国の大学を結ぶキャンパス SNSのプロジェクトを実施しており，それは現在も継
続運用を行っている (現在会員数が約 1300名)．そこで得られた知見も，国際会議や論文誌等に発表につなげてい
る．この SNSプロジェクト自身は，新聞等様々なメディアで取り上げられると同時に，ビジネス界からも興味・
賛同を得て，連携しながら活動を行っているところである．

• 学術論文：[PR-29]，[PR-69]，[PR-71]，[PR-76]

• 国際会議論文：[IC-157]，[IC-158]，[IC-169]，[IC-177]，[IC-180]，[IC-190]，[IC-191]
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4.3.6 身体知に関する研究

教育情報システム研究部門では，人間の知的活動の典型である “学習”を広義に捉え，その対象領域を身体知に
拡張した研究を数年来行っている．特に，徳島県は 14年連続で糖尿病死亡率全国一位という不名誉な記録を最近
まで続けてきた一方で，最近ではマラソンブームに湧いている極端な地域性を持つ．この現象は，実はニワカラ
ンナーを培養しているとも捉える事ができ，運動の継続性や運動スキルの開発は実は重要な意味を持つと考えて
いる．特に，ジョギングや縄跳びといった反復運動でなおかつ一人で行うような運動を対象として，しかしなが
らコミュニティがその学習と継続を支える構図をもって支援の枠組みを検討している．これは，実はバーチャル
クラスルームの研究アプローチを展開したものとも捉える事が可能であり，コミュニティサイトの実現には，上
記の SNSを適用している．いわばこれまでの研究成果を融合させた応用研究となっている．

• 学術論文：[PR-67]

• 国際会議論文：[IC-135]，[IC-153]，[IC-170]，[IC-189]，[IC-192]，[IC-193]
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4.4 研究業績
この節では，2002年 4月より 2009年 12月までの研究業績について記述する．

表 4.1: 年毎計

年 BK RC PR LT IC DC WS RE 年毎合計
2002 2 1 11 1 26 7 4 0 52
2003 2 1 8 2 19 14 15 1 63
2004 3 0 10 0 23 16 4 0 56
2005 3 0 8 1 30 29 15 2 89
2006 1 2 12 1 36 20 8 2 82
2007 1 0 11 3 30 16 6 1 69
2008 0 1 11 0 16 19 10 0 58
2009 0 0 11 0 14 16 7 1 49

合計 12 5 82 8 194 137 69 7 518

表 4.2: 表 4.1の略号凡例

記号 BK RC PR LT IC DC WS RE
内容 著書 総説解説 原著論文 原著レター 国際会議論文 国内講演会 研究会等 レポート

4.4.1 著書
[BK-1] 26323:Takuji Kousaka, Tetsushi Ueta, Hiroshi Kawakami, Nonlinear dynamical systems with interrupted

characteristics: Bifurcation and control, World Scientific, pp.385-402 Aug. 2002.

[BK-2] 26324:Tetsushi Ueta, Hiroshi Kawakami, Numerical approches to bifurcation analysis, World Scientific,
pp.593-610 Aug. 2002.

[BK-3] 84768:北 研二, 応用言語学事典, 研究社, May 2003.

[BK-4] 26326:Tetsushi Ueta, Tohru Kawabe, Hiroshi Kawakami, Guanrong Chen, Calculation and Control of
Unstable Periodic Orbits in Piecewise-Smooth Dynamical Systems., Springer-Verlag, Aug. 2003.

[BK-5] 84245:宮田 政徳, 土屋 浩一郎, 竹内 敏己, 上田 哲史, テスト問題レポート課題作成ハンドブック, テスト問
題, レポート課題, 徳島大学 大学開放実践センター, Feb. 2004.

[BK-6] 85629:若泉 誠一, 野間 隆文, 桑原 淳, 金西 計英, 栗栖 聡, プリント教材の作り方使い方ハンドブック, FD,
授業改善, プリント教材, 徳島大学 大学開放実践センター, Feb. 2004.

[BK-7] 84775:Kenji Kita, Yasuhiko Kato, Takashi Omoto, Yoneo Yano, Corpus Linguistics: Readings in a Widen-
ing Discipline, Continuum International Publishing, Sep. 2004.

[BK-8] 116753:曾田 紘二, 樫田 美雄, 杉山 茂, 野村 昌弘, 北 研二, 山本 真由美, 前田 朋彦, レポート作成指導ハン
ドブック, 徳島大学 大学開放実践センター, Feb. 2005.

[BK-9] 123618:森田 秀芳, 若泉 誠一, 宮田 政徳, 桂 修治, 森 健治, 中條 信義, 樋口 富彦, 原口 雅宣, 大橋 眞, 松浦
健二, 授業改善のための実例集ハンドブック,授業改善, 実例集, 徳島大学 大学開放実践センター, Feb. 2005.

[BK-10] 123770:Hiroaki Ogata, Kenji Matsuura, Yoneo Yano, Computer Support for Synchronous Asynchronous
and Blended Awareness in Collaborative Learning, Ohmsha/IOS Press, Communication and Collaboration
Support Systems, Vol.2, pp.213-231 Aug. 2005.
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[BK-11] 196045:暁英 , 北 研二, 信息索技, 科学出版社, Oct. 2006.

[BK-12] 165737:Hiroaki Ogata, Kenji Matsuura, Yoneo Yano, Supporting Awareness in Distributed Collaborative
Learning Environments, Springer-Verlag, The Role of Technology in CSCL, Vol.9, pp.173-191 July 2007.

4.4.2 総説解説
[RC-1] 137698:緒方 広明, 矢野 米雄, 松浦 健二, コンピュータを用いた協調学習支援環境におけるHuman Agent

Interaction, 社団法人 人工知能学会, 人工知能学会誌, Vol.17, No.6, 672-678頁 July 2002.

[RC-2] 73785:矢野 米雄, 金西 計英, 松浦 健二, e-Learningと教育システム情報学会, 教育システム情報学会, 教育シ
ステム情報学会誌, Vol.20, No.2, 66-70頁 May 2003.

[RC-3] 143355:金西 計英, 内省支援ツールを用いた科学的思考方法の学習, 内省, 外化, 科学的思考, 社団法人 日本
化学会, 化学と教育, Vol.54, No.5, 268-271頁 June 2006.

[RC-4] 147212:金西 計英, 矢野 米雄, 特集に寄せて 情報通信技術の活用はどこまで進んだのか?, 徳島県教育会, 徳
島教育, Vol.1110, 6-8頁 Aug. 2006.

[RC-5] 194663:北 研二, 山川 義介, 類似画像検索技術を用いた商品推薦システム『SUDACHI』の開発とその応用,
画像ラボ, Vol.19, No.8, 11-15頁 Sep. 2008.

4.4.3 原著論文
[PR-1] 24409:Guoxiang Liu, Shunichiro Oe, Texture Image Segmentation by Detecting Texture Edges, The Insti-

tute of Electrical Engineers of Japan, The Transactions of The Institute of Electrical Engineers of Japan,
Vol.122-C, No.5, pp.808-815 June 2002.

[PR-2] 69735:Ge Kalbin, Shunichiro Oe, Object-Based Image Similarity Measure Using Contour-BasedCategorization,
The Institute of Image Electronics Engineers of Japan, The Journal of the Institute of Image Electronics
Engineers of Japan, Vol.31, No.5, pp.831-840 June 2002.

[PR-3] 24054:Takuji Kousaka, Tetsushi Ueta, Hiroshi Kawakami, Controlling chaos in a state-dependent nonlinear
system, International Journal of Bifurcation and Chaos, Vol.12, No.5, pp.1111-1119 June 2002.

[PR-4] 25934:台 暁英, 獅々堀 正幹, 北 研二, 任 福継, 長期的適合性フィードバックによるベクトル空間モデルの精
度改善, International Information Institute, 情報, Vol.5, No.2, 255-265頁 July 2002.

[PR-5] 73213:Kenji Matsuura, Hiroaki Ogata, Yoneo Yano, Supporting asynchronous communication in an agent-
based virtual classroom, Inderscience Publisher, International Journal of Continuing Engineering Educa-
tion and Lifelong Learning, Vol.12, No.5,6, pp.433-447 Sep. 2002.

[PR-6] 69043:光原 弘幸, 金西 計英, 越智 洋司, 矢野 米雄, サーチエンジンと連動したコメント共有型 Web検索支
援システムの試作, 日本教育工学会, 日本教育工学雑誌, Vol.26, No.Suppl., 259-264頁 Sep. 2002.

[PR-7] 26320:辻 繁樹, 上田 哲史, 川上 博, 合原 一幸, 周期外力を付加した Amari-Hopfield ニューロン対における
バースト応答の分岐, 電気学会論文誌, Vol.122-C, No.9, 1506-1514頁 Oct. 2002.

[PR-8] 68072:寺田 賢治, 大和 宏, 大恵 俊一郎, ペンの握り方画像を用いた本人認証, 画像電子学会誌, Vol.31, No.5,
857-863頁 Nov. 2002.

[PR-9] 26322:高坂 拓司, 上田 哲史, 川上 博, 安倍 稔, Border-collision分岐を呈する簡素な回路の実現と解析,電気
学会, 電気学会論文誌, Vol.122-C, No.11, 1908-1916頁 Dec. 2002.

[PR-10] 67651:Tai Xiaoying, Fuji Ren, Kenji Kita, An information retrieval model based on vector space method
by supervised learning, Elsevier Science, Information Processing and Management, Vol.38, pp.749-764
2002.
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[PR-11] 72338:Hiroyuki Mitsuhara, Youji Ochi, Kazuhide Kanenishi, Yoneo Yano, Adaptive Web-based Learning
System with a Free-hyperlink Environment for Circumventing Exploration Impasse Caused by Hyperlink
Shortage, Japanese Society for Information and Systems in Education, International Journal of Informa-
tion and Systems in Education, Vol.1, No.1, pp.109-118 2002.

[PR-12] 69588:柘植 覚, 獅々堀 正幹, 黒岩 眞吾, 北 研二, サポートベクターマシンによる適合性フィードバックを用
いた情報検索, 情報処理学会, 情報処理学会論文誌, Vol.44, No.1, 59-67頁 Feb. 2003.

[PR-13] 73894:金西 計英, 林 賢太郎, 光原 弘幸, 矢野 米雄, 教材知識に基づきWBT上で演習問題を生成する機能の
実現, 教育システム情報学会, 教育システム情報学会誌, Vol.20, No.2, 71-82頁 May 2003.

[PR-14] 111319:Tai Xiaoying, Fuji Ren, Kenji Kita, Improvement of vector space information retrieval by us-
ing long-term relevance feedback, Nova Science Publisheres, Asian-Information-Science-Life, Vol.2, No.1,
pp.83-96 June 2003.

[PR-15] 80094:寺田 賢治, 谷 英哲, 大恵 俊一郎, 遺伝的アルゴリズムを用いた顔画像からの目の検出, 電気学会, 電気
学会論文誌 C, Vol.123-C, No.5, 938-945頁 June 2003.

[PR-16] 81439:Yoneo Yano, Kenji Matsuura, Hiroaki Ogata, Design and Implementation of an Asynchronous
Virtual Classroom -Retrospective and Prospective View-, Japanese Society for Information and Systems
in Education, Information and Systems in Education, Vol.2, No.1, pp.14-22 Sep. 2003.

[PR-17] 80769:大家 隆弘, 上田 哲史, 越智 洋司, 矢野 米雄, 徳島大学における教職員データベース, 大学評価学位授
与機構, 大学評価学位授与機構研究紀要, Vol.3, 31-50頁 Oct. 2003.

[PR-18] 80395:北 研二, 獅々堀 正幹, 1次元自己組織化マップを用いた高次元データの高速近傍検索, 言語処理学会,
自然言語処理, Vol.10, No.5, 41-54頁 Nov. 2003.

[PR-19] 81447:三好 康夫, 越智 洋司, 金西 計英, 岡本 竜, 矢野 米雄, 英作文支援における句構造情報を利用した用例
検索ツール, 日本教育工学会, 日本教育工学会論文誌, Vol.27, No.3, 283-294頁 2003.

[PR-20] 80396:獅々堀 正幹, 小泉 大地, 柘植 覚, 北 研二, 画像知識データベースを用いたWWW画像検索システム
の開発, 電子情報通信学会, 電子情報通信学会論文誌 (D-I), Vol.J87-D-I, No.2, 154-163頁 Mar. 2004.

[PR-21] 104594:Shigeki Tsuji, Tetsushi Ueta, Hiroshi Kawakami, Kazuyuki Aihara, Bifurcation of Burst Response
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[DC-131] 196201:Kei Nagao, Tetsushi Ueta, Analysis of Invariant Pattern in a Non-Invertible Chaotic Map with
Directional Coloring, 平成 21年度電気関係学会四国支部連合大会講演論文集, No.18-23, p.347 Oct. 2009.

[DC-132] 194727:久和 広実, 金西 計英, 松浦 健二, 光原 弘幸, 矢野 米雄, Pukiwikiを基にした演習問題共有システム
の構築について, 電気関係学会四国支部連合大会講演論文集, 301頁 Oct. 2009.

[DC-133] 194728:村上 博希, 金西 計英, 松浦 健二, 光原 弘幸, 矢野 米雄, 学習者間の相互評価による学習効果につい
て, 電気関係学会四国支部連合大会講演論文集, 302頁 Oct. 2009.

[DC-134] 194729:高浪 祐輔, 金西 計英, 松浦 健二, 光原 弘幸, 矢野 米雄, SNSを用いたモチベーション維持支援シス
テムの開発, 電気関係学会四国支部連合大会講演論文集, 303頁 Oct. 2009.

[DC-135] 194730:Kiyotaka Kunihira, Kenji Matsuura, Kazuhide Kanenishi, Yoneo Yano, Development of Presentation-
Support System based on Gesture Detection, Journal of Shikoku-Section Joint Convention of the Institutes
of Electrical and Related Engineers, p.349 Oct. 2009.

[DC-136] 194731:Shinji Otsuka, Kenji Matsuura, Naka Gotoda, Kazuhide Kanenishi, Yoneo Yano, Web-based Jog-
ging Simulation for Sustainable Training, Journal of Shikoku-Section Joint Convention of the Institutes
of Electrical and Related Engineers, p.350 Oct. 2009.

[DC-137] 201605:国平 清貴, 松浦 健二, 金西 計英, 矢野 米雄, ジェスチャに着目したプレゼンテーション支援システ
ムの開発, ゲーム学会, ゲーム学会第 8回全国大会講演論文集, 43-46頁 2009.
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4.4.7 研究会等
[WS-1] 145549:辻 繁樹, 上田 哲史, 川上 博, 合原 一幸, 周期外力で駆動される Gap Junction 結合 BVP 発振器, 電

子情報通信学会技術研究報告, Vol.NLP2002, No.14, 39-44頁 July 2002.

[WS-2] 145556:津田 淳志, 西内 悠祐, 辻 明典, 上田 哲史, DSPを用いた非線形信号処理応用, 電子情報通信学会技
術研究報告, Vol.NLP2002, No.9, 7-12頁 July 2002.

[WS-3] 145557:西内悠祐, 上田 哲史, 川上 博, 変形 BVP発振器にみられる特異な応答とその Basin Boundary につ
いて, 電子情報通信学会技術研究報告, Vol.NLP2002, No.15, 45-50頁 July 2002.

[WS-4] 145558:安原 義仁, 高坂 拓司, 上田 哲史, 川上 博, 状態と時刻に依存したスイッチを有する非線形回路の解
析, 電子情報通信学会技術研究報告, Vol.NLP2002, No.76, 43-48頁 Dec. 2002.

[WS-5] 73237:坂口 卓也, 小東 伸行, 松浦 健二, 越智 洋司, 緒方 広明, 矢野 米雄, 仮想教室における同期/非同期学
習者による協調学習モデルの提案と構築,電子情報通信学会, 信学技報, Vol.ET2003-2, 37-42頁 Mar. 2003.

[WS-6] 123377:好田 勲, 柘植 覚, 獅々堀 正幹, 北 研二, Non-negative Matrix Factorization を用いた情報検索モデ
ルの次元圧縮および検索質問拡張, 自然言語処理学会, 自然言語処理学会 研究報告, 17-22頁 Apr. 2003.

[WS-7] 123379:大谷 貴志, 柘植 覚, 獅々堀 正幹, 北 研二, HTML形式の表構造の内容解析手法とその応用に関する
研究, 自然言語処理学会, 自然言語処理学会 研究報告, 137-144頁 Apr. 2003.

[WS-8] 145550:辻 繁樹, 上田 哲史, 川上 博, 合原 一幸, 3次元自律系ニューロンモデルにみられるバースト発火とそ
の分岐, 電子情報通信学会技術研究報告, Vol.NLP2003, No.5, 25-30頁 June 2003.

[WS-9] 145559:西内 悠祐, 上田 哲史, 川上 博, 変形 BVP発振器における引力圏形成モデル, 電子情報通信学会技術
研究報告, Vol.NLP2003, No.3, 13-18頁 June 2003.

[WS-10] 145551:辻 繁樹, 上田 哲史, 川上 博, 電流結合型 BVP発振器対にみられる分岐現象とカオス, 電子情報通信
学会技術研究報告, Vol.NLP2003, No.49, 23-28頁 Aug. 2003.

[WS-11] 145560:西内 悠祐, 上田 哲史, 川上 博, 単純な 3次元自律系に生じるトーラス, 電子情報通信学会技術研究報
告, Vol.NLP2003, No.52, 41-46頁 Aug. 2003.

[WS-12] 104236:三好康夫, 越智 洋司, 金西 計英, 岡本 竜, 矢野 米雄, 語句選択を支援する句構造情報を利用した用例
検索ツール SOUP, 教育システム情報学会, 教育システム情報学会第 28回全国大会講演論文集, 317-318頁
Sep. 2003.

[WS-13] 145561:津田淳志, 辻 繁樹, 上田 哲史, 川上 博, 極配置法カオス制御におけるベイスンについて,電子情報通
信学会技術研究報告, Vol.NLP2003, No.78, 49-54頁 Oct. 2003.

[WS-14] 75089:小東 伸行, 松浦 健二, 矢野 米雄, 柳田 益造, 非同期遠隔環境における音声利用の協調学習支援に関す
る研究, 情報処理学会, 情報処理学会研究報告, Vol.2003-GN-49, 1-6頁 Nov. 2003.

[WS-15] 145562:上田 哲史, 川上 博, 線形回路の発振条件と非線形回路の Hopf 分岐に関する考察,電子情報通信学会
技術研究報告, Vol.NLP2003, No.84, 7-12頁 Nov. 2003.

[WS-16] 77494:松岡 秀朗, 金西 計英, 光原 弘幸, 松浦 健二, 矢野 米雄, 演習問題作成システムのための領域知識作成
方法について, 教育システム情報学会, 教育システム情報学会研究報告, Vol.18, No.4, 49-54頁 Dec. 2003.

[WS-17] 115729:中村 嘉宏, 光原 弘幸, 金西 計英, 矢野 米雄, Web上での学習活動を観察可能にするWBLシステム,
教育システム情報学会, 教育システム情報学会研究報告, Vol.18, No.4, 55-62頁 Dec. 2003.

[WS-18] 115526:柘植覚, 黒岩 眞吾, 原 一眞, 北 研二, 周波数特性の変動に頑健な実時間分散音声認識手法,情報処理
学会, 音声言語情報処理研究会, Vol.49, No.3, 13-18頁 2003.

[WS-19] 145552:辻 繁樹, 上田 哲史, 川上 博, 合原 一幸, Gapjunction 結合ニューロンモデルにみられる分岐現象に
ついて, 電子情報通信学会技術研究報告, Vol.NLP2003, No.139, 5-10頁 2003.

[WS-20] 82601:松浦 健二, 上田 哲史, 佐野 雅彦, 大恵 俊一郎, 大学における ISMS準拠のセキュリティポシリ策定に
関する一考察, 情報処理学会, 情報処理学会研究報告, Vol.2004-DSM-33, 59-64頁 June 2004.
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[WS-21] 145444:玄相昊, 江村 超, 上田 哲史, 脚式走行ロボットにおける非線形振動,電子情報通信学会技術研究報告,
Vol.NLP2004, No.50, 47-52頁 June 2004.

[WS-22] 145451:豊崎 優, 上田 哲史, 辻 繁樹, 高坂 拓司, 部分的遅れ制御とその DSP実装, 電子情報通信学会技術研
究報告, Vol.NLP2004, No.14, 23-28頁 July 2004.

[WS-23] 145452:辻 繁樹, 上田 哲史, 川上 博, 合原 一幸, 電気シナプスと抑制性シナプスによって結合される 変形
BVPニューロンモデルにみられる同期現象について,電子情報通信学会技術研究報告, Vol.NLP2004, No.84,
49-54頁 Dec. 2004.

[WS-24] 145453:好井 浩喜, 上田 哲史, 川上 博, ニュートンホモトピー法を応用した 3次元分岐局面の構成法につい
て, 電子情報通信学会技術研究報告, Vol.NLP2004, No.91, 15-20頁 Feb. 2005.

[WS-25] 115730:袁 飛, 光原 弘幸, 金西 計英, 矢野 米雄, 競合的情報共有アプローチによるWeb教材オーサリングシ
ステム, 教育システム情報学会, 教育システム情報学会研究報告, Vol.19, No.4, 51-56頁 Feb. 2005.

[WS-26] 145454:西内 悠祐, 上田 哲史, 太田 能, 非線形曲線を導入したネットワークルータにおける輻輳制御, 電子情
報通信学会技術研究報告, Vol.NLP2004, No.107, 43-48頁 Feb. 2005.

[WS-27] 145563:坂本 浩二, 高坂 拓司, 馬 躍, 上田 哲史, H-Bridgeインバータにみられる分岐とカオス, 電子情報通
信学会技術研究報告, Vol.NLP2005, No.2, 7-12頁 June 2005.

[WS-28] 142427:西川 伸紀, 獅々堀 正幹, 柘植 覚, 北 研二, 検索質問と字幕との文字画像特徴量間の距離に基づく映
像シーン検索手法, 画像の認識・理解シンポジウム (MIRU2005), 707-714頁 Aug. 2005.

[WS-29] 142428:小泉 大地, 大西 正裕, 柘植 覚, 獅々堀 正幹, 北 研二, 画像領域に対する言語メタデータ自動付与手
法, 画像の認識・理解シンポジウム (MIRU2005), 1436-1441頁 Aug. 2005.

[WS-30] 124489:三好 康夫, 大家 隆弘, 松浦 健二, 金西 計英, 佐野 雅彦, 大恵 俊一郎, 矢野 米雄, 徳島大学におけ
る無線ネットワーク認証基盤とその運用,情報処理学会, 情報処理学会研究報告 (2005-DSM-39), Vol.2005,
No.101, 61-66頁 Nov. 2005.

[WS-31] 124490:金西 計英, 松浦 健二, 大家 隆弘, 三好 康夫, 佐野 雅彦, 大恵 俊一郎, 矢野 米雄, 徳島大学における
大学ポータルの構築とその運用について,情報処理学会, 情報処理学会研究報告 (2005-DSM-39), Vol.2005,
No.101, 1-6頁 Nov. 2005.

[WS-32] 124491:山根 直之, 金西 計英, 松浦 健二, 三好 康夫, 光原 弘幸, 緒方 広明, 矢野 米雄, ITを活用した学会大
会支援システムの構築, 情報処理学会, 情報処理学会研究報告 (2005-DSM-39), Vol.2005, No.101, 67-72頁
Nov. 2005.

[WS-33] 126219:戸川 聡, 金西 計英, 矢野 米雄, トラフィック特徴強化と可視化によるP2Pファイル共有通信検出支
援システムの構築, 情報処理学会, 情報処理学会研究報告 (2005-DSM-39), Vol.2005, No.101, 7-12頁 Nov.
2005.

[WS-34] 126416:金西 計英, 松浦 健二, 大家 隆弘, 三好 康夫, 佐野 雅彦, 大恵 俊一郎, 矢野 米雄, 大学ポータルの徳
島大学における構築とその運用について, 平成 17年度情報処理研究集会講演論文集, 113-116頁 Dec. 2005.

[WS-35] 126415:松浦 健二, 金西 計英, 光原 弘幸, 緒方 広明, 三好 康夫, 矢野 米雄, 森川 富昭, 「ユビキタス技術に
よる新しい学習環境の創生」の現状と今後, 平成 17年度情報処理研究集会講演論文集, 25-28頁 Dec. 2005.

[WS-36] 142429:竹安 真紀夫, 獅々堀 正幹, 柘植 覚, 北 研二, WWW画像検索システムを用いた関連語の自動収集手
法, 情報処理学会, 情報処理学会研究報告, No.2005-NL-170, 45-51頁 Dec. 2005.

[WS-37] 142430:山本 一晴, 獅々堀 正幹, 柘植 覚, 北 研二, 出現 URLの類似性に着目したWWW空間からの関連語
自動収集手法, 情報処理学会, 情報処理学会研究報告, No.2005-NL-170, 127-134頁 Dec. 2005.

[WS-38] 143625:豊崎 優, 上田 哲史, 高坂 拓司, H-Bridgeインバータに対するスイッチ同期型カオス部分的遅延制御,
電気学会技術報告, Dec. 2005.

[WS-39] 143624:豊崎 優, 上田 哲史, 高坂 拓司, DSPによるスイッチ同期型部分的カオス遅延制御の実装, 電子情報
通信学会技術研究報告, Vol.NLP2005, No.115, 99-104頁 Feb. 2006.
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の内省支援ツールの授業実践に向けて, 内省, 外化, メタ認知, コンセプトマップ, 科学的思考, 授業実践, 電
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技術研究報告, Vol.NLP2008, No.27, 41-46頁 Aug. 2008.

[WS-58] 178622:西内 悠祐, 上田 哲史, 川上 博, 特異な応答における Basin Boundary 構造の消失と数値演算誤差に
ついて, 電子情報通信学会技術研究報告, Vol.NLP2008, No.29, 53-56頁 Aug. 2008.

[WS-59] 178623:西岡 聡, 上田 哲史, 結合された BVP 発振器にみられる多様な同期現象,電子情報通信学会技術研究
報告, Vol.NLP2008, No.40, 39-44頁 Sep. 2008.
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[WS-60] 178625:田村 彰寿, 上田 哲史, Izhikevich モデルにおける状態の跳躍の取り扱いと分岐,電子情報通信学会技
術研究報告, Vol.NLP2008, No.45, 63-66頁 Sep. 2008.

[WS-61] 185017:石川祐輝, 金西 計英, 松浦 健二, 光原 弘幸, 矢野 米雄, e-Portfolioへのスクラップ機能の実現,電子
情報通信学会, 電子情報通信学会技術研究報告, Vol.ET2008-54, 23-26頁 Dec. 2008.

[WS-62] 185016:中川 真宏, 金西 計英, 松浦 健二, 三好 康夫, 嵯峨山 和美, 高木 知弘, 矢野 米雄, 認証基盤を用いた
Webシステム間の連携の検討, 平成 20年度情報教育研究集会講演論文集, 503-506頁 2008.

[WS-63] 185881:鍋島 豊晶, 後藤田 中, 松浦 健二, 金西 計英, 矢野 米雄, 縄跳びを例とした身体スキル開発用 SNS支
援環境の設計と開発, 教育システム情報学会, 教育システム情報学会研究報告, Vol.23, No.5, 100-105頁 Feb.
2009.

[WS-64] 185882:松浦 健二, 後藤田 中, 鍋島 豊晶, 金西 計英, 矢野 米雄, ランニング集団をリアルタイムに支援する
システムの開発,教育システム情報学会,教育システム情報学会研究報告, Vol.23, No.5, 70-77頁 Feb. 2009.

[WS-65] 188593:中川 雄仁, 三好 康夫, 松浦 健二, 金西 計英, 矢野 米雄, ソーシャルブックマークとの連携によ
る年表推薦機能を持つ歴史年表作成システムと評価, 電子情報通信学会, 電子情報通信学会技術研究報告,
Vol.ET2008-98, 29-34頁 Apr. 2009.

[WS-66] 191605:光原 弘幸, 伊勢 直史, 松井 俊憲, 金西 計英, 矢野 米雄, ユビキタス技術を用いて教室での授業を演
出する試み, 日本教育工学会, 日本教育工学会研究報告集, Vol.09, No.2, 31-36頁 June 2009.

[WS-67] 195292:中田 一平, 後藤田 中, 松浦 健二, 金西 計英, 矢野 米雄, SNS上のオンライン論文レビュー支援環境
の設計・開発, 教育システム情報学会, 教育システム情報学会研究報告, Vol.24, No.1, 34-37頁 June 2009.

[WS-68] 196207:西岡 聡, 上田 哲史, 非線形発振器結合系におけるカオス同期化制御法, 電子情報通信学会技術研究報
告, Vol.NLP2009, No.167, 1-5頁 Sep. 2009.

[WS-69] 196208:永尾 景, 上田 哲史, 2次元離散系の不安定周期点近傍における自己相似性,電子情報通信学会技術研
究報告, Vol.NLP2009, No.167, 83-87頁 Sep. 2009.

4.4.8 レポート
[RE-1] 155691:松浦 健二, 知識メディア研究所での滞在, 教育システム情報学会, 教育システム情報学会誌, Vol.20,

No.1, 46-47頁 Jan. 2003.

[RE-2] 155692:松浦 健二, ED-MEDIA2005報告, 教育システム情報学会, 教育システム情報学会誌, Vol.22, No.4,
300-301頁 Jan. 2005.

[RE-3] 128128:黒岩 眞吾, 北 研二, 任 福継, 柘植 覚, 分散型話者照合方式に関する研究, 平成 14年度～平成 16年度
科学研究費補助金 (基盤研究 (B)(2))研究成果報告書, Vol.14350204, 1-227頁 June 2005.

[RE-4] 155693:松浦健二, 矢野 米雄, 徳島大学における e-Learning等 ITを活用した教育の概要,メディア教育開発
センター, eラーニング等の ITを活用した教育に関する調査報告書, 53-55頁 Jan. 2006.

[RE-5] 144309:桐山 聰, 英 崇夫, 荒木 秀夫, 中村 浩一, 黒岩 眞吾, 藤澤 正一郎, 原口 雅宣, 玉置 俊晃, 羽地 達次,
高石 喜久, 來山 征士, 大橋 眞, 上田 哲史, 特色ある大学教育支援プログラム「進取の気風」を育む創造性教
育の推進 平成 17年度 報告書, 徳島大学創成学習開発センタ-,特色ある大学教育支援プログラム「進取の気
風」を育む創造性教育の推進 平成 17年度 報告書, Apr. 2006.

[RE-6] 155694:松浦 健二, 感性共有による非同期協調的学習環境に関する研究, 人工知能研究振興財団, 第一回人工
知能研究成果発表会, 1-8頁 Apr. 2007.

[RE-7] 196077:北 研二, 意味空間への情報マッピングに基づくクロスメディア検索に関する研究, 2005～2008年度
科学研究費補助金研究成果報告書 (基盤研究 (B)), June 2009.
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第5章 教育活動

5.1 概要
2009年 12月時点において，研究部門の教員は全員，工学部知能情報工学科，大学院先端技術科学教育部の兼任

である．先端技術科学教育部においては，本センターの教員により構成される協力講座として，応用情報メディ
ア工学講座が設置されている．
知能情報工学科の教育教員として授業や教育指導のエフォートは，知能情報工学科専任教員のそれと同じであ

る．第 5.2節では，各教員の担当科目を示す．
知能情報工学科の 4年生を卒業研究のため受け入れている．また，博士前期課程・後期課程の学生も育成して

いる．これら学生は，大学院先端技術科学教育部システム創生工学専攻知能情報工学コースに所属している．知
能情報工学内の本センター教員による研究グループは「Cグループ」と名付けられており，研究室は本センター
棟 4, 5, 7階に分散して存在している．
教授 2名は先端技術科学教育部教授会，工学部教授会教授会に出席している．本センター教員は，ソシオテクノ

サイエンス研究部には所属していないが，博士後期課程研究指導資格は，当該研究部によって審査・授与されて
おり，博士課程学生も積極的に教育・指導している．　第 5.3では 2002年度以降の各教員の学位授与状況を示す．
学内の各教育プログラムには積極的に関与している．

• 2005年度採択の大学改革推進等補助金 (現代 GP)課題，「ユビキタス技術による新しい学習環境の創生」に
おいては，u-learning センターの構成員として，金西准教授（当時）および松浦准教授が中心的役割を果た
している．

• 2005年度文科省大学教育の国際化推進プログラムに採択された，先端技術科学教育部の「複数学位を与える
国際連携大学院教育の創設—協定大学間ネットワークを活用したメジャー・マイナー履修制による実践的教
育—」についても，関連する国際連携教育開発センターの教員・部門員として上田教授が参加し，各大学へ
の複数学位授与プログラムのプロモーション活動，フランス INSA Toulouse との複数学位授与規定の締結
を行なった．

5.2 講義
• 北 研二

– 2002 年度

∗ オートマトン言語理論, 昼間コース, 第 1クォータ, (講義).

∗ 数理論理学, 昼間コース, 後期, (講義).
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∗ 知能情報工学セミナー, 昼間コース, 前期, (講義).

∗ オートマトン言語理論 1, 夜間主コース, 後期, (講義).

– 2003 年度

∗ オートマトン言語理論, 昼間コース, 第 1クォータ, (講義).

∗ 数理論理学, 昼間コース, 後期, (講義).

∗ 知能情報工学セミナー, 昼間コース, 前期, (講義).

∗ オートマトン言語理論 1, 夜間主コース, 後期, (講義).

∗ 言語モデル論, 博士前期課程, 後期, (講義).

∗ 応用知識システム設計論, 博士後期課程, 集中, (ポートフォーリオ).

– 2004 年度

∗ オートマトン言語理論, 昼間コース, 第 1クォータ, (講義).

∗ 数理論理学, 昼間コース, 後期, (講義).

∗ 知能情報工学セミナー, 昼間コース, 前期, (講義).

∗ オートマトン言語理論 1, 夜間主コース, 後期, (講義).

∗ 言語モデル論, 博士前期課程, 後期, (講義).

∗ 応用知識システム設計論, 博士後期課程, 集中, (ポートフォーリオ).

– 2005 年度

∗ オートマトン言語理論, 昼間コース, 第 1クォータ, (講義).

∗ 数理論理学, 昼間コース, 後期, (講義).

∗ 知能情報工学セミナー, 昼間コース, 前期, (講義).

∗ オートマトン言語理論 1, 夜間主コース, 後期, (講義).

∗ 言語モデル論, 博士前期課程, 後期, (講義).

∗ 応用知識システム設計論, 博士後期課程, 集中, (ポートフォーリオ).

– 2006 年度

∗ オートマトン言語理論, 昼間コース, 第 1クォータ, (講義).

∗ 数理論理学, 昼間コース, 後期, (講義).

∗ 知能情報工学セミナー, 昼間コース, 前期, (講義).

∗ オートマトン言語理論, 夜間主コース, 後期, (講義).

∗ 言語モデル論, 博士前期課程, 後期, (講義).

∗ 応用知識システム設計特論, 博士後期課程, 集中, (ポートフォーリオ).

– 2007 年度

∗ オートマトン言語理論, 昼間コース, 第 1クォータ, (講義).

∗ 数理論理学, 昼間コース, 後期, (講義).

∗ 知能情報工学セミナー, 昼間コース, 前期, (講義).

∗ オートマトン言語理論, 夜間主コース, 後期, (講義).
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∗ 言語モデル論, 博士前期課程, 後期, (講義).

∗ 応用知識システム設計特論, 博士後期課程, 集中, (ポートフォーリオ).

– 2008 年度

∗ オートマトン言語理論, 昼間コース, 第 1クォータ, (講義).

∗ 数理論理学, 昼間コース, 後期, (講義).

∗ 知能情報工学セミナー, 昼間コース, 前期, (講義).

∗ オートマトン言語理論, 夜間主コース, 後期, (講義).

∗ 言語モデル論, 博士前期課程, 後期, (講義).

∗ 応用知識システム設計特論, 博士後期課程, 集中, (ポートフォーリオ).

– 2009 年度

∗ オートマトン言語理論, 昼間コース, 第 1クォータ, (講義).

∗ 数理論理学, 昼間コース, 後期, (講義).

∗ 知能情報工学セミナー, 昼間コース, 前期, (講義).

∗ オートマトン言語理論, 夜間主コース, 後期, (講義).

∗ 言語モデル論, 博士前期課程, 後期, (講義).

∗ 応用知識システム設計特論, 博士後期課程, 集中, (ポートフォーリオ).

• 佐野 雅彦

– 2002 年度

∗ 計算機アーキテクチャ, 昼間コース, 前期, (講義).

∗ システム設計及び実験 1, 昼間コース, 前期, (実験).

∗ システム設計及び実験 2, 昼間コース, 後期, (実験).

∗ プログラミング技法及び演習 (C言語クラス), 昼間コース, 後期, (講義および演習).

∗ 論理回路設計, 夜間主コース, 後期, (講義).

– 2003 年度

∗ 計算機アーキテクチャ, 昼間コース, 前期, (講義).

∗ システム設計及び実験 1, 昼間コース, 前期, (実験).

∗ システム設計及び実験 2, 昼間コース, 後期, (実験).

∗ 計算機アーキテクチャ, 夜間主コース, 前期, (講義).

– 2004 年度

∗ 計算機アーキテクチャ, 昼間コース, 第 1クォータ, (講義).

∗ システム設計及び実験, 昼間コース, 通年, (実験).

∗ 計算機アーキテクチャ, 夜間主コース, 前期, (講義).

– 2005 年度

∗ 計算機アーキテクチャ, 昼間コース, 第 1クォータ, (講義).
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∗ システム設計及び実験, 昼間コース, 通年, (実験).

∗ 計算機アーキテクチャ, 夜間主コース, 第 1クォータ, (講義).

– 2006 年度

∗ 計算機アーキテクチャ, 昼間コース, 第 1クォータ, (講義).

∗ システム設計及び実験, 昼間コース, 通年, (実験).

∗ 計算機アーキテクチャ, 夜間主コース, 第 1クォータ, (講義).

∗ 知能情報システム工学輪講及び演習, 博士前期課程, 通年, (実験).

– 2007 年度

∗ コンピュータアーキテクチャ, 昼間コース, 第 1クォータ, (講義).

∗ システム設計及び実験, 昼間コース, 通年, (実験).

∗ 計算機アーキテクチャ, 夜間主コース, 第 1クォータ, (講義).

∗ 知能情報システム工学輪講及び演習, 博士前期課程, 通年, (実験).

∗ 並列分散処理システム設計特論, 博士後期課程, 後期, (実験).

– 2008 年度

∗ コンピュータアーキテクチャ, 昼間コース, 第 1クォータ, (講義).

∗ システム設計及び実験, 昼間コース, 通年, (実験).

∗ 計算機アーキテクチャ, 夜間主コース, 前期, (講義).

∗ 知能情報システム工学輪講及び演習, 博士前期課程, 通年, (実験).

∗ 並列分散処理システム設計特論, 博士後期課程, 後期, (実験).

– 2009 年度

∗ コンピュータアーキテクチャ, 昼間コース, 第 1クォータ, (講義).

∗ システム設計及び実験, 昼間コース, 通年, (実験).

∗ 計算機アーキテクチャ, 夜間主コース, 前期, (講義).

∗ 知能情報システム工学輪講及び演習, 博士前期課程, 通年, (実験).

∗ 並列分散処理システム設計特論, 博士後期課程, 後期, (実験).

• 大恵 俊一郎

– 2004 年度

∗ 画像処理工学, 学部課程, 後期, (実験).

∗ 情報計測工学, 学部課程, 後期, (実験).

∗ 線形システム工学, 学部課程, 後期, (実験).

∗ 知能情報工学セミナー, 学部課程, 後期, (実験).

∗ 画像応用工学, 博士前期課程, 後期, (実験).

∗ 視覚パターン処理工学, 博士後期課程, 後期, (実験).

• 上田 哲史

88



– 2002 年度

∗ コンピュータ入門 1, 昼間コース, 第 1クォータ, (講義および演習).

∗ コンピュータ入門 2, 昼間コース, 第 2クォータ, (講義および演習).

∗ システム設計及び実験 2, 昼間コース, 通年, (実験).

∗ コンピュータ入門 1, 夜間主コース, 前期, (講義および演習).

∗ コンピュータ入門 2, 夜間主コース, 後期, (講義および演習).

∗ 画像応用工学, 博士前期課程, 前期, (講義).

– 2003 年度

∗ コンピュータ入門 1, 昼間コース, 第 1クォータ, (講義および演習).

∗ コンピュータ入門 2, 昼間コース, 第 2クォータ, (講義および演習).

∗ システム設計及び実験, 昼間コース, 通年, (実験).

∗ コンピュータ入門 1, 夜間主コース, 前期, (講義および演習).

∗ コンピュータ入門 2, 夜間主コース, 後期, (講義および演習).

∗ 画像応用工学, 博士前期課程, 前期, (講義).

– 2004 年度

∗ コンピュータ入門 1, 昼間コース, 第 1クォータ, (講義および演習).

∗ コンピュータ入門 2, 昼間コース, 第 2クォータ, (講義および演習).

∗ システム設計及び実験, 昼間コース, 通年, (実験).

∗ コンピュータ入門 1, 夜間主コース, 前期, (講義および演習).

∗ コンピュータ入門 2, 夜間主コース, 後期, (講義および演習).

∗ 画像応用工学, 博士前期課程, 前期, (講義).

∗ 非線形システム設計論, 博士後期課程, 集中, (講義).

– 2005 年度

∗ コンピュータ入門 1, 昼間コース, 第 1クォータ, (講義および演習).

∗ コンピュータ入門 2, 昼間コース, 第 2クォータ, (講義および演習).

∗ システム設計及び実験, 昼間コース, 通年, (実験).

∗ コンピュータ入門 1, 夜間主コース, 前期, (講義および演習).

∗ コンピュータ入門 2, 夜間主コース, 後期, (講義および演習).

∗ 画像応用工学, 博士前期課程, 前期, (講義).

∗ 非線形システム設計論, 博士後期課程, 前期, (講義).

– 2006 年度

∗ コンピュータ入門 1, 昼間コース, 第 1クォータ, (講義および演習).

∗ コンピュータ入門 2, 昼間コース, 第 2クォータ, (講義および演習).

∗ システム設計及び実験, 昼間コース, 通年, (実験).

∗ 数値計算法, 昼間コース, 後期, (講義および演習).

∗ 知能情報システム工学輪講及び演習, 博士前期課程, 前期, (英語 (その他)).
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∗ 複雑系システム工学特論, 博士前期課程, 前期, (講義).

∗ 非線形システム設計特論, 博士後期課程, 前期, (講義).

– 2007 年度

∗ コンピュータ入門 1, 昼間コース, 第 1クォータ, (講義および演習).

∗ コンピュータ入門 2, 昼間コース, 第 2クォータ, (講義および演習).

∗ システム設計及び実験, 昼間コース, 通年, (実験).

∗ 数値計算法, 昼間コース, 後期, (講義および演習).

∗ 知能情報システム工学輪講及び演習, 昼間コース, 前期, (講義).

∗ 複雑系システム工学特論, 博士前期課程, 前期, (講義).

∗ 非線形システム設計特論, 博士後期課程, 前期, (講義).

– 2008 年度

∗ コンピュータ入門 1, 昼間コース, 第 1クォータ, (講義および演習).

∗ コンピュータ入門 2, 昼間コース, 第 2クォータ, (講義および演習).

∗ システム設計及び実験, 昼間コース, 通年, (実験).

∗ 数値計算法, 昼間コース, 後期, (講義および演習).

∗ 知能情報工学セミナー, 昼間コース, 前期, (講義).

∗ 電気回路及び演習, 昼間コース, 前期, (講義および演習).

∗ 知能情報システム工学輪講及び演習, 博士前期課程, 前期, (講義).

∗ 複雑系システム工学特論, 博士前期課程, 前期, (講義).

∗ 非線形システム設計特論, 博士後期課程, 前期, (講義).

– 2009 年度

∗ 数値計算法, 昼間コース, 後期, (講義および演習).

∗ 知能情報工学セミナー, 昼間コース, 前期, (講義).

∗ 電気回路及び演習, 昼間コース, 前期, (講義および演習).

∗ 電子回路, 昼間コース, 第 3クォータ, (講義).

∗ 複雑系システム工学特論, 博士前期課程, 前期, (講義).

∗ 非線形システム設計特論, 博士後期課程, 前期, (講義).

• 金西 計英

– 2004 年度

∗ 離散数学とグラフ理論 2, 2004徳島大学 工学部 知能情報工学科/夜間主コース, 後期, (講義).

∗ コンピュータ入門, 共通教育, 後期, (講義).

∗ コンピュータ入門, 共通教育, 後期, (講義および演習).

∗ 科学技術と人間, 共通教育, 後期, (講義).

• 松浦 健二

– 2004 年度
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∗ 情報リテラシー, 夜間主コース, 前期, (講義および演習).

∗ コンピュータ入門, 共通教育, 後期, (講義および演習).

– 2005 年度

∗ 情報科学, 夜間主コース, 前期, (講義および演習).

∗ 情報科学, 共通教育, 後期, (講義および演習).

– 2006 年度

∗ 自然と技術, 学部課程, 前期, (講義および演習).

∗ 情報科学, 夜間主コース, 前期, (講義および演習).

∗ 情報科学, 共通教育, 後期, (講義および演習).

– 2007 年度

∗ 情報科学, 夜間主コース, 前期, (講義および演習).

∗ 情報科学, 共通教育, 後期, (講義および演習).

– 2008 年度

∗ 情報科学, 夜間主コース, 前期, (講義および演習).

∗ 情報科学, 共通教育, 後期, (講義および演習).

∗ 知的 CAI, 2008徳島大学 先端技術科学教育部 システム創生工学専攻 知能情報システム工学コー
ス/博士前期課程, 後期, (講義).

– 2009 年度

∗ 情報科学, 夜間主コース, 前期, (講義および演習).

∗ 情報科学, 共通教育, 後期, (講義および演習).

∗ 知的 CAI, 2009徳島大学 先端技術科学教育部 システム創生工学専攻 知能情報システム工学コー
ス/博士前期課程, 後期, (講義).

5.3 学位授与
• 北 研二

– 学士（工学）

∗ 中澤 早織,学士, 知識画像 DBを用いたWWWからの画像収集システムに関する研究, 徳島大学
工学部 知能情報工学科 基礎情報工学講座, 2003年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二.

∗ 高田 大輔,学士, 実例に基づいた画像の領域分割法に関する研究, 徳島大学 工学部 知能情報工学科
基礎情報工学講座, 2003年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二.

∗ 橋本 吉正,学士, Hausdorff距離を用いた印象語による顔画像の特徴検出に関する研究,徳島大学 工
学部 知能情報工学科 基礎情報工学講座, 2003年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二.

∗ 金澤 一磨,学士, 類似顔画像検索に関する研究, 徳島大学 工学部 知能情報工学科 基礎情報工学講
座, 2003年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二.
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∗ 中川 嘉之,学士, 距離空間インデックスVP-treeの改良に関する研究, 徳島大学 工学部 知能情報工
学科 基礎情報工学講座, 2003年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二.

∗ 三宅 正則,学士, MPEG動画像からのカットシーン検出法に関する研究, 徳島大学 工学部 知能情
報工学科 基礎情報工学講座, 2003年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二.

∗ 香川 正和,学士, 音声情報を用いた映像検索システムに関する研究, 徳島大学 工学部 知能情報工学
科 基礎情報工学講座, 2003年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二.

∗ 山本 裕司,学士, 潜在的意味インデキシングに基づくクロスメディアコンテンツ検索に関する研究,

徳島大学 工学部 知能情報工学科 基礎情報工学講座, 2003年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二.

∗ 中山 友里,学士, 距離の自動学習に基づく高精度画像検索に関する研究, 徳島大学 工学部 知能情報
工学科 基礎情報工学講座, 2004年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二.

∗ 三宅 雅之,学士, 特徴点の色情報に基づく部分画像検索システムの開発, 徳島大学 工学部 知能情報
工学科 基礎情報工学講座, 2004年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二.

∗ 南本 貴之,学士, 色情報の時間的変化に基づく映像シーン検索システムの開発, 徳島大学 工学部 知
能情報工学科 基礎情報工学講座, 2004年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二.

∗ 平田 恭一,学士, 映像と音楽のクロスメディア情報検索に関する研究, 徳島大学 工学部 知能情報工
学科 基礎情報工学講座, 2004年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二.

∗ 山田 真理子,学士, MIDI音楽データに対する主旋律の特定手法に関する研究,徳島大学 工学部 知
能情報工学科 基礎情報工学講座, 2004年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二.

∗ 武市 健二,学士, MIDI音楽データに対するサビフレーズの抽出手法に関する研究, 徳島大学 工学
部 知能情報工学科 基礎情報工学講座, 2004年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二.

∗ 伊賀 麻理子,学士, 音楽特徴量を用いた類似音楽検索システムの開発, 徳島大学 工学部 知能情報工
学科 基礎情報工学講座, 2004年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二.

∗ 竹安 真紀夫,学士, 文脈自由文法に基づく音楽の構造解析に関する研究, 徳島大学 工学部 知能情報
工学科 基礎情報工学講座, 2004年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二.

∗ 宮本 裕也,学士, AESA による距離空間データの索引化手法に関する研究, 徳島大学 工学部 知能
情報工学科 基礎情報工学講座, 2005年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二.

∗ 宮城 暖,学士, クラスタリングを用いた文書検索の精度向上に関する研究, 徳島大学 工学部 知能情
報工学科 基礎情報工学講座, 2005年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二.

∗ 山田 孝資,学士, サーチエンジンにおける検索キーコンプリーションに関する研究,徳島大学 工学
部 知能情報工学科 基礎情報工学講座, 2005年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二.

∗ 山本 一晴,学士, WWW空間からの関連キーワードの自動収集手法に関する研究, 徳島大学 工学部
知能情報工学科 基礎情報工学講座, 2005年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二.

∗ 森本 浩司,学士, WWWを用いた掲示板の合理化に関する研究, 徳島大学 工学部 知能情報工学科
基礎情報工学講座, 2005年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二.

∗ 渡辺 健市,学士, 混合ガウス分布モデルを用いた言語メタデータの自動付与に関する研究, 徳島大
学 工学部 知能情報工学科 基礎情報工学講座, 2005年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二.

∗ 山下 博,学士, 字幕画像データからの文字切出し手法に関する研究, 徳島大学 工学部 知能情報工学
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科 基礎情報工学講座, 2005年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二.

∗ 菰淵 康裕,学士, 字幕付き映像データからのテロップ領域の抽出手法に関する研究,徳島大学 工学
部 知能情報工学科 基礎情報工学講座, 2005年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二.

∗ 小川 知宏,学士, スポーツ映像のシーン特性を用いた類似シーン検索手法に関する研究, 徳島大学
工学部 知能情報工学科 基礎情報工学講座, 2005年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二.

∗ 岡田 実希,学士, Earth Mover’s Distance の効率的計算に関する研究, 徳島大学 工学部 知能情報工
学科 基礎情報工学講座, 2005年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二.

∗ 大西 泰代,学士, Earth Mover’s Distance に基づく類似音楽検索手法に関する研究,徳島大学 工学
部 知能情報工学科 基礎情報工学講座, 2005年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二.

∗ 秋山 洋数,学士, 音楽データのジャンル分類に関する研究, 徳島大学 工学部 知能情報工学科 基礎
情報工学講座, 2005年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二.

∗ 山本 一平,学士, 音声を用いた情報検索のための音声認識精度向上に関する研究,徳島大学 工学部
知能情報工学科 基礎情報工学講座, 2005年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二.

∗ 佐藤 達郎,学士, 音声認識を用いた発話区間ラベリングに関する研究, 徳島大学 工学部 知能情報工
学科 基礎情報工学講座, 2005年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二.

– 修士（工学）

∗ 好田 勲,修士, Non-negative Matrix Factorizationを用いた情報検索手法に関する研究, 徳島大学
工学研究科 知能情報工学専攻, 2003年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二, 任 福継, 獅々堀 正幹.

∗ 田仁 宏典,修士, 一般化ロイドアルゴリズムを応用したベクトル空間情報検索モデルの次元削減に
関する研究, 徳島大学 工学研究科 知能情報工学専攻, 2003年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二,

黒岩 眞吾, 獅々堀 正幹.

∗ 井内 厚志,修士, 異種間ゲノム比較を用いた転写因子結合部位同定に関する研究,徳島大学 工学研
究科 知能情報工学専攻, 2004年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二, 大恵 俊一郎, 獅々堀 正幹.

∗ 小泉 大地,修士, 領域分割画像に基づく言語メタデータの自動生成手法に関する研究,徳島大学 工
学研究科 知能情報工学専攻, 2004年 3月 (指導)北 研二, (審査)北 研二,大恵 俊一郎, 獅々堀 正幹.

∗ 原 一眞,修士, 雑音環境下音声認識に関する研究, 徳島大学 工学研究科 知能情報工学専攻, 2004年
3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二, 黒岩 眞吾, 獅々堀 正幹.

∗ 山本 裕司,修士, 画像コンテンツに対するメタ情報の自動付与に関する研究,徳島大学 工学研究科
知能情報工学専攻, 2005年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二, 任 福継, 獅々堀 正幹.

∗ 許 峰,修士, 混合ガウス分布を用いた画像検索に関する研究, 徳島大学 工学研究科 知能情報工学専
攻, 2005年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二, 任 福継, 獅々堀 正幹.

∗ 大西 正裕,修士, 混合ガウス分布モデルに基づく画像メタ情報の付与に関する研究,徳島大学 工学
研究科 知能情報工学専攻, 2006年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二, 任 福継, 獅々堀 正幹.

∗ 秋山 洋数,修士, Non-Parametric手法による歌手分類, 徳島大学 工学研究科 知能情報工学専攻,

2007年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二, 獅々堀 正幹, 柘植 覚.

∗ 宮城 暖,修士, WWW検索システムにおける分野別 URLデータベースを用いた改良型ナイーブ・
ベイズ選定手法に関する研究, 徳島大学 工学研究科 知能情報工学専攻, 2007年 3月 (指導) 北 研
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二, (審査) 北 研二, 獅々堀 正幹, 柘植 覚.

∗ 山田 孝資,修士, 多言語検索キー・コンプリーションに関する研究, 徳島大学 工学研究科 知能情報
工学専攻, 2007年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二, 獅々堀 正幹, 柘植 覚.

∗ 山本 一平,修士, サフィックス・アレイを用いた類似音楽検索, 徳島大学 工学研究科 知能情報工学
専攻, 2007年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二, 獅々堀 正幹, 柘植 覚.

∗ 渡辺 健市,修士, 楕円体距離に基づく多次元データの高速近傍検索に関する研究,徳島大学 工学研
究科 知能情報工学専攻, 2007年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二, 獅々堀 正幹, 柘植 覚.

∗ 小澤 光広,修士, 大規模音声コーパス構築のための音声認識を用いた発話区間検出に関する研究,徳
島大学 先端技術科学教育部 システム創生工学専攻 知能情報システム工学コース, 2008年 3月 (指
導) 北 研二, (審査) 北 研二, 獅々堀 正幹, 柘植 覚.

∗ 清田 啓二,修士, 特定話者音声認識精度を変動させる話者内音声変動に関する研究,徳島大学 先端
技術科学教育部 システム創生工学専攻 知能情報システム工学コース, 2008年 3月 (指導) 北 研二,

(審査) 北 研二, 獅々堀 正幹, 柘植 覚.

∗ 齋藤 弘,修士, カーネル正準相関分析を用いたクロスメディア情報検索に関する研究,徳島大学 先
端技術科学教育部 システム創生工学専攻 知能情報システム工学コース, 2008年 3月 (指導) 北 研
二, (審査) 北 研二, 獅々堀 正幹, 柘植 覚.

∗ 武藤 雅幸,修士, マルチメディアコンテンツ検索のための高速検索ライブラリの開発,徳島大学 先
端技術科学教育部 システム創生工学専攻 知能情報システム工学コース, 2008年 3月 (指導) 北 研
二, (審査) 北 研二, 獅々堀 正幹, 柘植 覚.

∗ 幸田 一輝,修士, 講義映像配信システムにおける同期時間取得手法に関する研究,徳島大学 先端技
術科学教育部 システム創生工学専攻 知能情報システム工学コース, 2008年 3月 (指導) 北 研二,

(審査) 北 研二, 獅々堀 正幹, 柘植 覚.

∗ 薛 理,修士, Hausdorff距離を用いた部分画像検索手法に関する研究, 徳島大学 先端技術科学教育
部 システム創生工学専攻知能情報システム工学コース, 2008年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研
二, 獅々堀 正幹, 柘植 覚.

∗ 平松 大幸,修士, 字幕付き映像データからの字幕領域の検出手法に関する研究,徳島大学 先端技術
科学教育部 システム創生工学専攻 知能情報システム工学コース, 2008年 3月 (指導) 北 研二, (審
査) 北 研二, 獅々堀 正幹, 柘植 覚.

∗ 宮本 裕也,修士, 距離索引VP-treeにおける検索効率改善手法に関する研究,徳島大学 先端技術科
学教育部 システム創生工学専攻 知能情報システム工学コース, 2008年 3月 (指導) 北 研二, (審査)

北 研二, 獅々堀 正幹, 柘植 覚.

∗ 冨永 皓司,修士, Earth Mover’s Distanceに基づく類似形状検索に関する研究,徳島大学 先端技術
科学教育部 システム創生工学専攻 知能情報システム工学コース, 2009年 3月 (指導) 北 研二, (審
査) 北 研二, 獅々堀 正幹, 柘植 覚.

– 博士（工学）（課程博士）

∗ 小泉 大地,課程博士, WWW画像検索システムにおける有害画像フィルタリング手法に関する研
究, 徳島大学 工学研究科 情報システム工学専攻 グローバルシステム工学講座, 2007年 3月 (指導)
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北 研二, (審査) 北 研二, 青江 順一, 任 福継, 獅々堀 正幹.

∗ 味岡 四郎,課程博士, 順位キューを用いた多次元データの高速近傍検索アルゴリズムに関する研究,

徳島大学 工学研究科 情報システム工学専攻, 2007年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二, 青江 順
一, 任 福継.

∗ 井内 厚志,課程博士, microRNA遺伝子に特異的なDNA配列解析手法に関する研究, 徳島大学 工
学研究科 情報システム工学専攻, 2008年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二, 青江 順一, 任 福継.

∗ 原 一眞,課程博士, 音響環境の変動に頑健な音声認識手法に関する研究, 徳島大学 工学研究科 情報
システム工学専攻, 2008年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二, 青江 順一, 任 福継.

∗ 西川 伸紀,課程博士, 検索質問と字幕との文字画像特徴量間の距離に基づく字幕検索手法に関する
研究, 徳島大学 工学研究科 情報システム工学専攻, 2008年 3月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二, 青
江 順一, 任 福継, 獅々堀 正幹.

– 博士（工学）（論文博士）

∗ 内藤 正樹,論文博士, 環境の変動に頑健な音声認識手法に関する研究, 徳島大学 工学研究科, 2004

年 5月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二, 大恵 俊一郎, 青江 順一.

∗ 小田 裕樹,論文博士, 確率的言語モデルを用いた日本語単語分割および単語共起表現抽出に関する
研究, 徳島大学 工学研究科 情報システム工学専攻, 2006年 5月 (指導) 北 研二, (審査) 北 研二, 青
江 順一, 任 福継.

• 佐野 雅彦

– 修士（工学）

∗ 中川 哲夫,修士, 学生生活支援を目的としたメール配信システムに関する研究,徳島大学 工学研究
科 知能情報工学専攻 基礎情報工学講座, 2006年 3月 (指導) 佐野 雅彦, (審査) 北 研二, 緒方 広明,

佐野 雅彦.

∗ 西岡 葉子,修士, webを用いた学生生活支援システムの構築, 徳島大学 工学研究科 知能情報工学専
攻, 2004年 3月 (指導) 佐野 雅彦, (審査) 青江 順一, 佐野 雅彦, 泓田 正雄.

∗ 圓藤 隆三,修士, 情報資産管理における管理構造に関する研究, 徳島大学 先端技術科学教育部 シ
ステム創生工学専攻 知能情報システム工学コース, 2009年 3月 (指導) 佐野 雅彦, (審査) 北 研二,

獅々堀 正幹, 佐野 雅彦.

• 大恵 俊一郎

– 学士（工学）

∗ 石橋 裕美,学士, Hough変換を用いた筆跡による個人認証, 徳島大学 工学部 知能情報工学科 知能
工学講座, 2003年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎.

∗ 梅本 卓資,学士, FG視覚センサを用いた人の行動監視, 徳島大学 工学部 知能情報工学科 知能工学
講座, 2003年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎.

∗ 岡田 史郎,学士, 画像処理を用いた溶接ビードの外観定量評価システム, 徳島大学 工学部 知能情報
工学科 知能工学講座, 2003年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎.
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∗ 田中 敦,学士, フレネル回折画像を用いた形状計測, 徳島大学 工学部 知能情報工学科 知能工学講
座, 2003年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎.

∗ 新田 剛,学士, インターネットを利用したリモートメンテナンス支援システムの開発,徳島大学 工
学部 知能情報工学科 知能工学講座, 2003年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎.

∗ 坂東 俊宏,学士, 連続時間力学系におけるアトラクタの視覚化問題, 徳島大学 工学部 知能情報工学
科 知能工学講座, 2003年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎.

∗ 森本 圭,学士, 藍染めの色むら特徴定量評価システムの開発, 徳島大学 工学部 知能情報工学科 知
能工学講座, 2003年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎.

∗ 山本 幸司,学士, openGLによる分岐構造の視覚化手法, 徳島大学 工学部 知能情報工学科 知能工
学講座, 2003年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎.

∗ 久保 靖,学士, 画質の極端に異なる顔の個人識別,徳島大学 工学部 知能情報工学科 知能工学講座,

2003年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎.

∗ 福田 幸啓,学士, 魚眼レンズカメラを用いた人の自動行動監視, 徳島大学 工学部 知能情報工学科
知能工学講座, 2003年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎.

∗ 好井 浩喜,学士, 非線形系の動力学性質の計算と視覚化, 徳島大学 工学部 知能情報工学科 知能工
学講座, 2004年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎.

∗ 国矢田 純,学士, 直線と円のハフ変換を組み合わせた手書き文字による個人認証,徳島大学 工学部
知能情報工学科 知能工学講座, 2004年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎.

∗ 紺野 泰寛,学士, RGBパターン投影による距離計測, 徳島大学 工学部 知能情報工学科 知能工学講
座, 2004年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎.

∗ 豊崎 優,学士, DSPによるカオス遅延制御の実装, 徳島大学 工学部 知能情報工学科 知能工学講座,

2004年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎.

∗ 福原 徹,学士, 通行人記録画像の自動提供システムの開発, 徳島大学 工学部 知能情報工学科 知能
工学講座, 2004年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎.

∗ 藤原 伸幸,学士, フラクタル符号化を用いた煙領域の抽出, 徳島大学 工学部 知能情報工学科 知能
工学講座, 2004年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎.

∗ 宮脇 俊幸,学士, カラーヒストグラムを用いた隠れた情報の抽出, 徳島大学 工学部 知能情報工学科
知能工学講座, 2004年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎.

∗ 小川 由美,学士, 顔画像を用いた端末利用者の情報管理, 徳島大学 工学部 知能情報工学科 知能工
学講座, 2004年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎.

∗ 白井 恵一,学士, PZTカメラを用いた受講者情報収集システム, 徳島大学 工学部 知能情報工学科
知能工学講座, 2005年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎.

∗ 竹下 久美子,学士, 身体特徴のトラッキングを用いたカメラマウスの研究, 徳島大学 工学部 知能情
報工学科 知能工学講座, 2005年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎.

∗ 長澤 信太郎,学士, マルチスペクトル分光器を用いた欠陥検出, 徳島大学 工学部 知能情報工学科
知能工学講座, 2005年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎.

∗ 山地 浩司,学士, カラーヒストグラムを用いた 3次元情報の抽出, 徳島大学 工学部 知能情報工学科
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知能工学講座, 2005年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎.

∗ 石塚 善士,学士, ハフ変換を用いた人の顔の識別, 徳島大学 工学部 知能情報工学科 知能工学講座,

2005年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎.

∗ 大谷 佳世,学士, FG視覚センサを用いた人の追跡, 徳島大学 工学部 知能情報工学科 知能工学講
座, 2005年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎.

∗ 鴨頭 大輔,学士, インターネットカメラを用いた不審人物の検出, 徳島大学 工学部 知能情報工学科
知能工学講座, 2005年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎.

∗ 平井 靖士,学士, 監視カメラを用いた火災煙の検出, 徳島大学 工学部 知能情報工学科 知能工学講
座, 2005年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎.

∗ 松原 孝博,学士, オプティカルフローを用いた阿波踊りの動作解析, 徳島大学 工学部 知能情報工学
科 知能工学講座, 2005年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎.

∗ 塩津 公康,学士, 非線形力学系の視覚化手法とその計算機援用, 徳島大学 工学部 知能情報工学科
知能工学講座, 2005年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎.

∗ 小松 広和,学士, 神経細胞モデルにおける発火周波数特性と分岐現象, 徳島大学 工学部 知能情報工
学科 知能工学講座, 2005年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎.

∗ 新田 哲也,学士, ニューラルネットワークを用いたプリント基板検査法, 徳島大学 工学部 知能情報
工学科 知能工学講座, 2005年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎.

– 修士（工学）

∗ 神原 康之,修士, CCD移動のカラーカメラを用いた 3次元モデリングシステム,徳島大学 工学研究
科 知能情報工学専攻, 2003年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎, 寺田 賢治, 上田 哲史.

∗ 鈴木 諭,修士,距離情報を有するパノラマ画像の作成,徳島大学工学研究科知能情報工学専攻, 2003

年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎, 寺田 賢治, 上田 哲史.

∗ 福田 将巳,修士, ウェーブレット変換とピラミッドリンキング法を用いたテクスチャ画像の領域分
割, 徳島大学 工学研究科 知能情報工学専攻, 2003年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎,

寺田 賢治, 上田 哲史.

∗ PHONSUE PRASIT,修士, カラー情報を用いたステレオ法による 3次元情報の取得,徳島大学 工
学研究科 知能情報工学専攻, 2003年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎, 寺田 賢治, 上
田 哲史.

∗ 盧忻,修士, A Study on Probabilistic Date Association and Color Marching for Tracking Complex

Visual Objects in Clutter, 徳島大学 工学研究科 知能情報工学専攻, 2003年 3月 (指導) 大恵 俊一
郎, (審査) 大恵 俊一郎, 寺田 賢治, 上田 哲史.

∗ 木下 幸佑,修士, オプティカルフローとステレオ法を用いた距離及び速度計測法,徳島大学 工学研
究科 知能情報工学専攻, 2004年 2月 (指導)大恵 俊一郎, (審査)大恵 俊一郎,寺田 賢治, 上田 哲史.

∗ 齋藤 真弘,修士, X線を用いた 3次元検査装置のためのシミュレーションシステム,徳島大学 工学
研究科 知能情報工学専攻, 2004年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎, 寺田 賢治, 上田
哲史.

∗ 鄭 光,修士, Distance and Velocity Measurement Method using 3D Optical Flow, 徳島大学 工学
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研究科 知能情報工学専攻, 2006年 9月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎, 寺田 賢治, 上田
哲史.

∗ 長澤 信太郎,修士, マルチスペクトル分光器を用いた欠陥検出, 徳島大学 工学研究科 知能情報工学
専攻, 2007年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎, 寺田 賢治, 上田 哲史.

∗ 新田 哲也,修士, カラーテクスチャ画像の高精度領域分割法, 徳島大学 工学研究科 知能情報工学専
攻, 2007年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎, 寺田 賢治, 上田 哲史.

∗ 楊 磊,修士, SIFT法による特徴を用いたパノラマ画像作成法の開発,徳島大学 工学研究科 知能情
報工学専攻, 2008年 9月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎, 寺田 賢治, 上田 哲史.

∗ 熱田 宏司,修士, インターネットカメラを用いた画像監視システム,徳島大学 先端技術科学教育部
システム創生工学専攻 知能情報システム工学コース, 2008年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵
俊一郎, 寺田 賢治, 上田 哲史.

∗ 中川 康紀,修士, 監視カメラを用いた流動煙の検出, 徳島大学 先端技術科学教育部 システム創生工
学専攻 知能情報システム工学コース, 2008年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎, 寺田
賢治, 上田 哲史.

∗ 水本 匡昭,修士, Duffing-Rayleigh方程式に生じるクライシスの発生機構の解析, 徳島大学 先端技
術科学教育部 システム創生工学専攻 知能情報システム工学コース, 2008年 3月 (指導) 大恵 俊一
郎, (審査) 大恵 俊一郎, 寺田 賢治, 上田 哲史.

∗ 島内 護,修士, 24ビットフルカラー画像の画質改善に関する研究,徳島大学 先端技術科学教育部シ
ステム創生工学専攻 知能情報システム工学コース, 2008年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵
俊一郎, 寺田 賢治, 上田 哲史.

∗ 田村 彰寿,修士, 断続自律系における分岐現象の解析, 徳島大学 先端技術科学教育部 システム創生
工学専攻 知能情報システム工学コース, 2009年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎, 寺
田 賢治, 上田 哲史.

∗ 藤原 友明,修士, 光沢のある被写体に対する検査画像収集システム,徳島大学 先端技術科学教育部
システム創生工学専攻 知能情報システム工学コース, 2009年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵
俊一郎, 寺田 賢治, 上田 哲史.

∗ 綿岡 洸,修士, RGBパターン投影による 3次元計測, 徳島大学 先端技術科学教育部 システム創生
工学専攻 知能情報システム工学コース, 2009年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎, 寺
田 賢治, 上田 哲史.

– 博士（工学）（課程博士）

∗ 葛 侃斌, 課程博士, A Study on Object-Based Image Similarity Measure by Categorizing the

Segment Attributes of Contour, 徳島大学 工学研究科 機能システム工学専攻, 2003年 3月 (指導)

大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎, 青江 順一, 北 研二.

∗ 盧 忻,課程博士, A Study on Multiple Data Associations in Robust Visual Tracking, 徳島大学 工
学研究科 機能システム工学専攻, 2006年 3月 (指導) 大恵 俊一郎, (審査) 大恵 俊一郎.

• 上田 哲史
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– 学士（工学）

∗ 板東 俊宏,学士, 連続時間力学系におけるアトラクタの視覚化問題, 徳島大学 工学部 知能情報工学
科 知能工学講座, 2003年 3月 (指導) 上田 哲史, (審査) 上田 哲史.

∗ 山本 幸司,学士, OpenGL による分岐構造の視覚化手法, 徳島大学 工学部 知能情報工学科 知能工
学講座, 2003年 3月 (指導) 上田 哲史, (審査) 上田 哲史.

∗ 今倉 禄浩,学士, PCクラスタを用いた非線形偏微分方程式系のシミュレーション, 徳島大学 工学
部 知能情報工学科 知能工学講座, 2004年 3月 (指導) 上田 哲史, (審査) 上田 哲史.

∗ 豊崎 優,学士, DSPによるカオス遅延制御の実装, 徳島大学 工学部 知能情報工学科 知能工学講座,

2004年 3月 (指導) 上田 哲史, (審査) 上田 哲史.

∗ 好井 浩喜,学士, OpenGL による力学系の 3次元等値面の視覚化, 徳島大学 工学部 知能情報工学
科 知能工学講座, 2004年 3月 (指導) 上田 哲史, (審査) 上田 哲史.

∗ 熊野 聡促,学士, 非線形力学系の視覚化手法とその計算機援用, 徳島大学 工学部 知能情報工学科
知能工学講座, 2005年 3月 (指導) 上田 哲史, (審査) 上田 哲史.

∗ 塩津 公康,学士, 非線形力学系における運動情報の表現と圧縮, 徳島大学 工学部 知能情報工学科
知能工学講座, 2005年 3月 (指導) 上田 哲史, (審査) 上田 哲史.

∗ 小松 広和,学士, 神経細胞モデルにおける発火周波数特性と分岐現象, 徳島大学 工学部 知能情報工
学科 知能工学講座, 2005年 3月 (指導) 上田 哲史, (審査) 上田 哲史.

∗ 甲斐 優作,学士, 計算機シミュレーションによる並列多重剛体振り子の解析, 徳島大学 工学部 知能
情報工学科 知能工学講座, 2006年 3月 (指導) 上田 哲史, (審査) 上田 哲史.

∗ 水本 匡昭,学士, MATLABによる分岐解析ツールの開発と統合,徳島大学 工学部 知能情報工学科
知能工学講座, 2006年 3月 (指導) 上田 哲史, (審査) 上田 哲史.

∗ 小畑 みなみ,学士, カラー画像を用いたフラクタル画像処理の研究, 徳島大学 工学部 知能情報工学
科 知能工学講座, 2006年 3月 (指導) 上田 哲史, (審査) 上田 哲史.

∗ 田村 彰寿,学士, 簡素な三次元カオス発振器の結合系に関する分岐構造とカオス同期,徳島大学 工
学部 知能情報工学科 知能工学講座, 2007年 3月 (指導) 上田 哲史, (審査) 上田 哲史.

∗ 今西 健二,学士, 非線形力学系における視覚的表現尾ための GUI開発, 徳島大学 工学部 知能情報
工学科 知能工学講座, 2007年 3月 (指導) 上田 哲史, (審査) 上田 哲史.

∗ 西岡 聡,学士, BVP発振器の結合系にみられるカオス同期の分岐解析, 徳島大学 工学部 知能情報
工学科 知能工学講座, 2008年 3月 (指導) 上田 哲史, (審査) 上田 哲史.

∗ 永尾 景,学士, 方向彩色法を用いた離散力学系の周期点検出法, 徳島大学 工学部 知能情報工学科
知能工学講座, 2008年 3月 (指導) 上田 哲史, (審査) 上田 哲史.

∗ 市岡 良恭,学士, 拡張 BVP回路にみられるカオスへの遅延制御,徳島大学 工学部 知能情報工学科
知能工学講座, 2009年 3月 (指導) 上田 哲史, (審査) 上田 哲史.

∗ 川畑 龍哉,学士, フラクタル符号を利用した医用画像解析, 徳島大学 工学部 知能情報工学科 知能
工学講座, 2009年 3月 (指導) 上田 哲史, (審査) 上田 哲史.

∗ 中島 靖明,学士, 3次元離散力学系における写像方向を鑑みた不安定周期点探索, 徳島大学 工学部
知能情報工学科 知能工学講座, 2009年 3月 (指導) 上田 哲史, (審査) 上田 哲史.
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– 修士（工学）

∗ 西内 悠祐,修士, 3階自律系回路において特異な応答を実現するための非線形特性の設計, 徳島大学
工学研究科 知能情報工学専攻, 2004年 3月 (指導) 上田 哲史, (審査) 大恵 俊一郎, 寺田 賢治, 上
田 哲史.

∗ 津田 淳志,修士, 非線形回路におけるカオス制御系実装, 徳島大学 工学研究科 知能情報工学専攻,

2004年 3月 (指導) 上田 哲史, (審査) 大恵 俊一郎, 寺田 賢治, 上田 哲史.

∗ 今倉 禄浩,修士, X線 CTにおける画像再構成法 PMARTの力学的解析, 徳島大学 工学研究科 知
能情報工学専攻, 2006年 3月 (指導) 上田 哲史, (審査) 大恵 俊一郎, 寺田 賢治, 上田 哲史.

∗ 好井 浩喜,修士, 力学系における 3次元分岐構造の自動追跡法, 徳島大学 工学研究科 知能情報工学
専攻, 2006年 3月 (指導) 上田 哲史, (審査) 大恵 俊一郎, 寺田 賢治, 上田 哲史.

∗ 豊崎 優,修士, 断続力学系のカオスに対する断続遅延制御法, 徳島大学 工学研究科 知能情報工学専
攻, 2006年 3月 (指導) 上田 哲史, (審査) 大恵 俊一郎, 上田 哲史, 池田 建司.

∗ 熊野 聡促,修士, 軌道の写像方向を鑑みたカオスの視覚化と周期点の計算, 徳島大学 工学研究科 知
能情報工学専攻, 2007年 3月 (指導) 上田 哲史, (審査) 大恵 俊一郎, 寺田 賢治, 上田 哲史.

∗ 小松 広和,修士, 非線形力学系の周期解に対する multiple shooting 法の実装, 徳島大学 工学研究
科 知能情報工学専攻, 2007年 3月 (指導) 上田 哲史, (審査) 大恵 俊一郎, 寺田 賢治, 上田 哲史.

∗ 塩津 公康,修士, 遺伝子スイッチの強制系モデルにみられる双安定領域の分岐,徳島大学 工学研究
科 知能情報工学専攻, 2007年 3月 (指導) 上田 哲史, (審査) 大恵 俊一郎, 寺田 賢治, 上田 哲史.

– 博士（工学）（課程博士）

∗ 西内 悠祐,課程博士, 非線形発振器結合系の結合方式と分岐現象に関する研究,徳島大学 工学研究
科 システム工学専攻, 2007年 3月 (指導) 上田 哲史, (審査) 大恵 俊一郎, 木内 陽介, 北 研二.

∗ 辻 繁樹,課程博士, 分岐理論に基づいた神経細胞モデルの構築とその結合系の解析,徳島大学 工学
研究科 情報システム工学専攻, 2005年 3月 (指導) 上田 哲史, (審査) 川上 博, 大恵 俊一郎, 木内
陽介, 入谷 忠光.

∗ Quentin Brandon,課程博士, Numerical Bifurcation Analysis Method for Hybrid Systems, 徳島
大学 先端技術科学教育部 システム創生工学専攻 知能情報システム工学コース, 2009年 9月 (指
導) 上田 哲史, (審査) 西尾 芳文, 北 研二, 北島 博之, 上田 哲史.
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第6章 社会貢献・国際交流

6.1 学会活動
• 北 研二

– 国際計算言語学会

– 言語処理学会 評議員 (Apr. 1998–Mar. 1999), 査読委員 (Apr.–Apr., 1999), 編集委員 (Apr.–Apr.,

1995)

– 電子情報通信学会 論文誌査読委員 (May–May, 1995), 言語理解とコミュニケーション研究専門委員会
専門委員 (May–May, 1997), ヒューマンコミュニケーショングループ編集幹事 (May 2004–May 2006),

著作権管理委員会委員 (May 2004–May 2006)

– 情報処理学会 四国支部長 (May 2006–May 2008), 四国支部監事 (May 2008–May 2010), 四国支部評議
員 (May 2003–May 2005), 代表会員 (Apr. 2006–Mar. 2010)

• 佐野 雅彦

– IEEE

– 情報処理学会

– 電子情報通信学会

• 大恵 俊一郎

– 日本リモートセンシング学会 中四国支部副支部長 (Apr. 1995–Mar. 2004), 評議員 (学会本部) (Apr.

1996–Apr. 2002)

– 画像電子学会

– システム制御情報学会

– 計測自動制御学会 論文集編集委員会 (Apr. 1996–Mar. 1998), 四国支部長 (Apr. 1999–Mar. 2000),

評議員 (学会本部) (Mar. 2000–Feb. 2002), 理事 (Mar. 2002–Feb. 2004), 評議員 (学会本部) (Mar.

2004–Feb. 2006)

– 電子情報通信学会

– 電気学会 非整備環境におけるパターン認識応用分野拡大協同研究委員会副委員長 (Mar. 2004–Feb.

2006)

• 上田 哲史

– 計測自動制御学会
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– 電子情報通信学会 非線形理論とその応用サブソサイエティ運営委員 (Sep. 1996–Mar. 2004), 基礎・境
界ソサイエティ和文論文誌編集委員 (May 2005–Apr. 2008), 基礎・境界ソサイエティ英文論文誌編集
委員 (May 2009–Apr. 2012), 非線形問題研究会専門委員会委員 (May 2001– 9999), ソサイエティ論文
誌査読委員 (Jan. 2003– 9999),ネットワークダイナミクス研究会専門委員および幹事 (May 2007–Apr.

2009), ネットワークダイナミクス研究会副委員長 (May 2009–Apr. 2011), 非線形理論とその応用サブ
ソサイエティ運営委員 (May 2008–Apr. 2010)

– 信号処理学会 編集協力者 (Apr. 2005– 9999), NCSP 運営委員会委員 (July 2008–June 2009)

– IEEE Associate editor (May 2008–Apr. 2010), Trans. Circuits and Systems II (Dec. 2003–Dec.

2005), Member of Techinical Committee (Dec. 2003–Dec. 2005), Nonlinear Circuits and Systems

(May 2001– 9999), Student Activity Chair (May 2001– 9999), Shikoku Section (Jan. 2007–Dec.

2008), Vice Chair (Jan. 2007–Dec. 2008), CAS Society Shikoku Chapter (Jan. 2009–Dec. 2010),

Professional Activities Chair (Jan. 2009–Dec. 2010), Shikoku Section (Jan. 2009–Dec. 2010)

– 可視化情報学会

– 情報処理学会

• 金西 計英

– 教育システム情報学会 論文誌編集委員会委員 (Oct. 1998–Oct. 2002)

– 日本ソフトウェア科学会

– 日本認知科学会

– 日本教育工学会 全国大会企画委員 (Dec. 2004–Nov. 2006)

– 情報処理学会 DSM研究委員会委員 (July 2008–June 2009)

– 電子通信学会 研究会 (Dec. ET専門–May 2007)

• 松浦 健二

– Asia-Pacific Society for Computers in Education

– ヒューマンインタフェース学会

– 電子情報通信学会 和文論文誌 D編集委員 (May 2005–Apr. 2009), 著作権管理委員会委員 (May 2006–

May 2008), Webmaster実行委員会委員 (May 2006–May 2008),ヒューマンコミュニケーショングルー
プ編集幹事 (May 2006–May 2008)

– Association for the Advancement of Computing in Education

– 情報処理学会 査読委員 (June 2006–May 2012), 四国支部幹事 (May 2007–May 2009)

– 日本教育工学会 第 21回全国大会実行委員会 委員 (May 2007–May 2009), 2007年論文誌特集号編集委
員 (Nov. 2006– 2007), 2010年論文誌特集号編集幹事 (June 2009–Dec. 2010)

– 教育システム情報学会 SNS・新技術創造委員会委員 (Oct. 2007–Sep. 2009), 新技術開発・活用委員会
委員 (Nov. 2009–Oct. 2011)
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6.2 国際会議等の開催
• 上田哲史 (Publication Chair, Techinical Committee Member),電子情報通信学会, International Symposium

on Nonlinear Theory and its Applications (NOLTA’02)(国際), 西安, Oct. 04–11, 2002

• 上田哲史 (Publication Chair, Techinical Committee Member),信号処理学会, RISP International Workshop

on Nonlinear Circuits and Signal Processing (NCSP’04)(国際), ホノルル, Mar. 05–07, 2004

• 上田哲史 (Publication Chair, Techinical Committee Member),信号処理学会, RISP International Workshop

on Nonlinear Circuits and Signal Processing (NCSP’05)(国際), ホノルル, Mar. 04–06, 2005

• 青江 順一 (大会委員長), 北 研二 (実行委員), 任 福継 (実行委員), 泓田 正雄 (プログラム編集委員), 森田 和
宏 (実行委員), 言語処理学会, 第 11回年次大会 (国内), 高松, Mar. 14–18, 2005

• 大恵 俊一郎 (Organizing Chairs), , 12th Japan-Korea Joint Workshop on Frontiers of Computer Vision(国
際), 徳島, Feb. 02–03, 2006

• 上田哲史 (Publication Chair, Techinical Committee Member),信号処理学会, RISP International Workshop

on Nonlinear Circuits and Signal Processing (NCSP’06)(国際), ホノルル, Mar. 03–05, 2006

• 上田 哲史 (Techinical Committee Member), IEEE, The Fourth International Conference on Communica-

tions, Circuits and Systems (ICCCAS¨ 06)(国際), Guilin, China, June 25–28, 2006

• 西尾 芳文 (General Chair), 上田 哲史 (Technical Program Chair), IEEE, IEEE Workshop on Nonlinear

Circuit Networks (NCN’06)(国内), 徳島, Dec. 09–09, 2006

• 上田哲史 (Publication Chair, Techinical Committee Member),信号処理学会, RISP International Workshop

on Nonlinear Circuits and Signal Processing (NCSP’07)(国際), 上海, Mar. 03–06, 2007

• 西尾 芳文 (General Chair), 上田 哲史 (Technical Program Chair), 細川 康輝 (Local Arrangement Chair),

上手 洋子 (Secretary), IEEE, International Workshop on Nonlinear Dynamics of Electronic Systems

(NDES’07)(国際), 徳島, July 23–26, 2007

• 西尾 芳文 (General Secretary), 上田 哲史 (Publication Co-Chair), 電子情報通信学会, International Sym-

posium on Nonlinear Theory and its Applications (NOLTA’07)(国際), バンクーバー, Sep. 16–19, 2007

• 西尾 芳文 (General Chair), 上田 哲史 (Technical Program Chair), 細川 康輝 (Secretary), IEEE, IEEE

Workshop on Nonlinear Circuit Networks (NCN’07)(国内), 徳島, Dec. 07–08, 2007

• 上田 哲史 (General Chair), INSA Toulouse, International Workshop on Nonlinear Maps and their Appli-

cations (NOMA’07)(国際), ツールーズ, Dec. 12–14, 2007

• 上田哲史 (General Chair),西尾芳文 (Technical Program Chair), Toulouse University, International Work-

shop on Nonlinear Maps and their Applications (NOMA’07)(国際), ツールーズ, Dec. 13–14, 2007

• 上田哲史 (Publication Chair, Techinical Committee Member),信号処理学会, RISP International Workshop

on Nonlinear Circuits and Signal Processing (NCSP’08)(国際), ゴールドコースト, Mar. 04–08, 2008
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• 牛田 明夫 (General Chair), 丹治 裕一 (Publicity Chair), 上田 哲史 (Publication Chair), 西尾 芳文 (Sec-

retary), IEEE, IEEE CASS Shikoku and Shanghai Joint Workshop on Nonlinear Circuits and Systems

(SSJW’08)(国際), さぬき, Aug. 04–05, 2008

• 上田 哲史 (Publication Secretary),西尾 芳文 (Technical Program Committee Member), 電子情報通信学会,

International Symposium on Nonlinear Theory and its Applications (NOLTA’08)(国際), ブダペスト, Sep.

07–10, 2008

• 和田 昌浩 (Financial Chair), 上田 哲史 (Publication Chair), 西尾 芳文 (General Secretary), Xi’an Jiaotong

University, International Workshop on Vision, Communications and Circuits (IWVCC’08)(国際), 西安,

Nov. 01–03, 2008

• 西尾 芳文 (General Chair), 上田 哲史 (Technical Program Chair), 細川 康輝 (Secretary), IEEE, IEEE

Workshop on Nonlinear Circuit Networks (NCN’08)(国内), 徳島, Dec. 05–06, 2008

• 西尾 芳文 (Technical Program Chair), 上田 哲史 (Publication Chair), 上手 洋子 (General Secretary), 信号
処理学会, International Workshop on Nonlinear Circuits and Signal Processing (NCSP’09)(国際), ホノル
ル, Mar. 01–03, 2009

• 上田哲史 (Publication Chair, Techinical Committee Member),電子情報通信学会, International Symposium
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第7章 大学内自己点検・評価

7.1 大学内組織評価
本学では，評価情報分析センターが中心になり，本学独自に各部局の組織評価を毎年実施している．組織評価

報告書は，EDBに蓄積された業績等のデータをもとに生成されており，一年間の実績や経年変化をもとに評価情
報分析センターで評価が行なわれれ，各部局に評価コメントが通知される．
以下では実施された組織評価の評価コメントを記載する

7.1.1 平成 18年度組織評価

これは平成 18年度内の本センターの各活動のデータについて評価したものであり，平成 19年度に実施された．

研究 研究成果報告の件数は増加している．

社会貢献 社会貢献推進のための何らかの方策を実施することが望ましい．

教育研究支援 教育研究設備の整備等の報告がないのはおかしい．

業務・運営・外部資金 危機管理，安全管理の整備が望まれる．

総合 高度情報書き版センターに特有の評価項目を掲げるか対象組織から自由形式で提出できる項目を新設すべき
である．

7.1.2 平成 19年度組織評価

20年度に実施された．

固有評価 セキュリティや情報化推進に関する活動がなされている．

研究 本務教員の業績は例年並みを保ち，良好である．

社会貢献 ボランティア活動等の報告がある点は良好である．個人の学会等への寄与が大きくなっている．

教育研究支援 教育システムの更新，他組織との連携，利用者講習会等を開催している点は良好である．

業務・運営 外部評価，危機管理等の整備が行われていない．

総合 外部評価を実施すべきである．
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このうち，固有評価改善に関して活動計画を策定し，評価情報分析センターに報告している．� �
平成 20年度には，教育用に設置されている表示用ディスプレイの更新を完了した．また，セキュリティ強化
のために 4階を 2重の扉にするとともにセンター内に監視カメラを 20年度内に設置する．また，陳腐化した
キャンパス情報ネットワークの更新のために概算要求を行い，予算が認められた．さらに，平成 21年度から
学内の情報基盤整備計画が立てられ，順次，実施の予定である．

� �

7.1.3 平成 20年度組織評価

平成 20年度までの業績等をもとに，平成 21年度に実施された．コメント中の括弧内は，根拠となる組織評価
報告書内に記述された項目を指している．

総括 外部資金の獲得総額は前年，前々年より減少しており，改善すべきである ([外部資金])．教員業績の報告者
数はわずかではあるが減少傾向にあり，改善すべきである ([教員業績:数])．

固有評価 セキュリティポリシーに関する業務は，例年と同程度の維持管理業務が行なわれており，特に監査によ
る指摘・改善事項が年々漸減しており，セミナー開催等のセキュリティ周知広報活動と合わせ，管理が一定
の成果を上げていると判断でき，良好である ([セキュリティポリシーの運用])．一方で教育用計算機設備の
利用時間総計は漸減にあり，留意する必要がある ([情報化推進:教育システム利用:*])．

研究 和文論文，国内発表が増加にある反面，国際会議発表，海外論文が減少しており，教員業績におけるポイント
も減少傾向にある．改善が必要である ([国際学会等発表数]，[国内学会等発表数]，[海外論文・海外著書 (英
文)掲載件数] ，[国内論文・国内著書 (和文)掲載件数])．科学研究費補助金，奨学寄付金は増加しているが，
他の外部資金が減少している ([科学研究費補助金:*]，[奨学寄付金:*]，[その他の外部資金:*])．

社会貢献 ボランティア活動，社会貢献推進の積極的成果は見られないため，改善が必要である ([ボランティア活
動件数]，[社会貢献推進のための方策])．( ただし，本分野のウェイトは低い)

教育研究支援 FDの取り組みについての報告がない．教員個人が FD講習会等へ参加している場合でも，組織と
して参加を促してるのであれば，その旨記載を要する ([FDの取り組み状況])．

業務・運営 外部評価が実施されておらず改善すべきである ([外部評価の実施状況])．自己点検・評価資料はウェ
ブで子細が公開されており優れているが，これをベースに外部評価を実施すべきである ([自己点検・評価の
実施状況])．危機管理，安全管理が行なわれておらず，改善すべきである ([危機管理マニュアルの整備状況]，
[安全管理])．

総合コメント 概ね良好である．

改善に向けた活動計画は現在策定中である．
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7.2 組織内自己点検評価
2006年度からセンター内において自己点検・評価委員会を設置したが，当初は大学評価用資料の準備や，全学自

己点検委員会や評価情報分析センターから求められる業績・自己点検データのとりまとめを行なっていた．2007

年度からは部門単位に一年間の研究や業務内容を総括する，自己点検・評価専用のウェブを開設した．

http://www.ait.tokushima-u.ac.jp/selfcheck

ここでは，センター教員の研究業績等は EDBに登録されたデータから自動収集している．
2009年 6月に自己点検委員会規則制定．
本外部評価資料も大半のデータは EDBからデータを自動抽出し生成している．
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